現実 より tw0 交 で と 計 ! は 、 


衣 三 メ 作 品 の 中 に ある 1】 丘 









」 ーー Photoshop は 
[と る る 
=p ょ ly』 た で さり うけ 


デジ タル 作画 法 、 


アニ メ で 見 た の 
妃 と 雲 の あ る 風景 の 描き 方 


色 の 作り 方 や 光 の と ら え 方 な どの 基本 テク ニッ ク か ら 、 
四季 の 移り 変わ りや 時 間 に よ る 変化 を 描き 分 ける 応用 テク ニッ ク ま で Bamboo 
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ナツ メ 社 


じ め に 





上 位 蓋 玉 EE EE | 理 球 画 避 rm デー 品 . 必 
し 上層 迷 得 二 憶 成 社 | 精霊 の ギリ リル | は 必要 上 員 会 


本 書 は | デジ タル 作画 法 アニ メ で 見 た 空 と 雲 の あ る 風景 の 描き 方 | と いう 題 が 示す 通り 、 ア ニ メ ー シ ョ 
ン の 背景 に お ける 空 と 雲 を パソ コン の ソフ ト で 描く こと を 解説 し た 本 で す 。 

な ん と も 一 点 集中 で マニ アッ ク な お 題 で す が 、 本 の タイ トル か ら 興 味 を お も ち に な っ た 方 が この ペー ジ 
を 読ん で いる と すれ ば 少な か ら ず 需要 の ある も の で あっ た と いえ 、 ま ず は 手 に 取っ て いた だ いた こと に 、 感 
謝 を 申し 上 げ ま す 。 


きっ か け は 、 |「 も し ドラ | の カバ ー に 描い て ある 青空 が 印象 的 で 、 空 の 描き 方 を 紹介 し た 本 を つく り た い 」 
と いう お 話 を いた だ いた こと か ら 始 まり まし た 。 最初 は 、 空 と 雲 の 描き 方 だ け で 一 冊 の 本 に まとめ られ る の 
か 疑問 を 感じ まし た が 、 出 版 社 の 方 た ちと お 会 いし て お 話 を 聞い て いる うち に 「 ア リ 」 だ な と 感じ て きま し た 。 


本 書 は いわ ゆる 美術 の 教科 書 的 な 役割 は 全く 果たし て いま せん 。 ア ニメーション の 背景 に ある 空 と 雲 が 
と の よう に 描か れ て いる か を 、 技 法 を 通し て 紹介 し て いま す 。「 日 本 の アニ メ の 背景 は リア ル だ | と いう 評 
価 を よく 目 に し ます が 、 最 先端 の CG を 多用 し た ハリ ウッ ド の 大 作 映 画 に は 比べ くも あり ませ ん 。 し か し 
見 た 人 に 原 風景 を 思い 起こ させ る な に か は も っ て いる よう で す 。 ま た 、 ア ニメーション の 背景 は 物語 に 寄 
り 添 い 、 と き と し て 登場 人 物 の 感情 を 空 や 雲 の 描写 で 表現 する こと も あり ます 。 そ れ が 作品 の リア リティ 
に 繋が っ て いく の で す 。 


私 自身 や 、 本 書 の 画稿 を 描き お ろ し た 益城 貴 昌 、 西 野 隆 世 の 両 ス タッ フ も 絵の具 で 背景 を 描く こと を 覚 
えま し た が 、 ア ニメーション の 現場 の デジ タル 化 が 進む の に 合わ せ て 、 デ ジタル で の 背景 作画 を 模索 し て 
きま し た 。10 年 ほど 前 に アニ メー ショ ン の 現場 に デジ タル で の 撮影 が 導入 され た 頃 か ら 、 背 景 を ゼロ か ら 
デジ タル デー タ と し て 描く 必要 性 は 感じ て いま し た が 、 書 店 に ある ソフ ト の 習得 書 の どの ペー ジ を 開い て 
も 育 景 の 描き 方 どこ ろか 、 そ の ヒン ト に な る よう な 解説 は つい に 見 つけ る こと は で きま せん で し た 。 


技術 の 進化 は 早い も の で デジ タル で の 背景 作画 は 一 般 的 に な り 、 技 術 も 定着 し 描画 方 法 も 多種 多様 に な 
り ま し た 。 本書 で 紹介 し て いる 技法 は 、Bamboo と いう 一 背景 スタ ジオ の スタ ッ フ が 描い て いる 方 法 で あり 、 
押 き 方 に 正解 は な く 、 数 ある 技法 の 1 つ で ある と いう こと を ご 理解 いた だ きた いと 思い ます 。 ま た 、 本 書 
に 掲載 し て いる 画稿 の 一 部 は 本 書 の た め に 描き お ろ し た も の で す が 、 本 来 ア ニメーション の 背景 は 単体 で 
は 存在 する こと が で き な い 、 フ ィ ル ム の た め の 、 集 団 作 業 の 一 工程 の 生産 物 で ある こと も ご 理解 いた だ き 、 
ペー ジ を めく っ て いた だ けれ ば 幸い で す 。 


本 書 は 書名 の 示す 通り |「 空 と 雲 の 描 き 方 ] を 解説 する 本 で す が 、 い き な り 空 を 描く こと か ら 解 説 す る の 
は 難し いと 考え 、Chapter 1 は 基礎 的 な パー ツ の 描き 方 か ら 始 め 、Chapter 6 に は 建築 物 の 作例 も の せる こ 
と に し まし た 。CHhHapter 1 で 紹介 する 基礎 的 な 技法 の 解説 は 、Bamboo の 新人 が 研修 時 に 取り 組む 課題 を 
掲載 し て いま す 。 い くつ か の 作例 は 2011 年 の 新人 、 山 内 裕 葉 が 当時 描い た も の を 使用 し まし た 。 こ の 課 
題 は 基本 的 に 私 が 新人 の と き 、 紙 と 絵具 で 取り 組ん だ も の と 変わ り ま せん 。 紙 が ビッ トマ ッ プ デー タ に 変 
わっ て も | 描く 」 こと の 基本 は 同じ だ か ら で す 。 


小 中 学 生 の 頃 、 美 術 の 時 間 に わ くわ くし な が ら 水 彩 を 用 いて 風景 を 描い た よう に 、 デ ジタル 画材 で も 心 
に 残る 風景 を 描く こと が で きる と いう こと を 作例 で ご 覧 いた だ き 、 み な さま に も デジタ ル 画 材 で 背景 を 描く 
楽し み を 知っ て いた だ ける こと を 願っ て いま す 。 

Bamboo 代表 竹田 悠介 


| | na3 | 


(GALLERY 


も し 高枝 弄 の 女子 マネ ー ジ ャ ー が 
ドラ ッッ カー の 「 マ ネジ ント | を 読ん だ ら 

テー トド ーー トッ つと br * 社 、 株 式 会 社 トー ハ 
ン 調 べ ) で 2 年 連続 第 1 位 に 交 いた 「 も し 高校 野球 の 女子 マネ ー ジ ャ ー が ドラ ッ カ ー の 「 マ 


ネジ メン ト 』 を 読ん だ ら 」 の 失 拉 深 ア 0ー の 有朋 了 昌 で す 。 














制 作 蘭 守 話 
この 作品 は 、 若 い 人 に ドラ ッ カ ー の 「 マ ネジ メン ト 」| を 読ん で も らい た いと いう 企画 趣旨 か ら 、 主 人 公 の イ 
ラス ト と 、 ア ニメーション の 背景 を 組み 合わ せ て 表紙 の イラ スト を つく り た いと 出版 社 か ら 注 文 が あり まし た 。 | 
本 が 出版 され た あと 、「 こ の 風景 は どこ で 見 る こと が で きま すか ?」 と いう メー ル を よく いた だ きま し た が 、 
この 風景 は 現実 に は あり ませ ん 。 誰 も が 見 た こと の ある 風景 に し た か っ た の で 、 多 摩 川辺 り で よく 目 に する で 
あろ う 大 型 シ ョ ッ ピ ング セン ター や タワ ー マ ン ショ ン な どの 要素 を 配置 し まし た 。 こ の 作品 は 多く の 人 の 記憶 | 

の 中 に ある 風景 の コラ ー ジ ュ と いっ て も いい か も し れ ま せん 。 
本 書 の 企画 の きっ か け に な っ た 絵 で も あり ます 。 | 
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著者 : 岩崎 夏海 

例 行 : ダイヤモンド 社 

疲 頓 : 萩原 弦 一 郎 【〔 デ ジ カ ル ) 

カバ パ バー イラ スト : 記 き うさ 章 

カバー 背景 : 益 城 貴 晶 (Bamboo) 
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_-( ほ ALLERY 
東 の エデン 東 の エデン 劇場 版 1・I| 


「 東 の エデン 』 は 、2009 年 4 月 か ら 6 月 まで 、 フ ジテ レビ の 「 ノ イタ ミナ | 枠 で 放映 きれ 、 
2009 年 秋 と 2010 年 春 に テレ ビシ リー ズ の その 後 を 描く 劇場 版 二 部 作 が 公開 され た 作品 で 
す 。 この 作品 で は 、 羽 海野 オカ さん の キャ ラク ター と 、 作 品 の テー マ が も つ 「 空 気 ] 感 を 
合わ せる た め に 、 背 景 タ ッ チ の スタ イル を 開発 する こと が 最初 の 課題 と し と なり ま し た 。 





選 東 の エデン 製作 委員 会 


原作 ・ 脚 本 ・ 監 督 : 神山 健治 

キャ ラク ター 原案 : 紀 海 野 チ カ 

キャ ラウ クタ ター デザ イン : 革 川 職 子 

総 作画 監督 : 中 村 情 
美術 藍 督 : 竹田 悠介 

音楽 : 川井 憲次 

アニ メー ジョ シン 制作 : プロ ダ タ ジョ ン 1H 
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東 の エデン Blu-ray 
"Noblesse ObIige” BOX 

l 東 の エデン 』」TV シ リー ズ 至 11 
話 、 映 画 「 東 の エデン 劇場 版 | The 
King of Eden」、| 東 の エデン 劇場 版 昌 
Paradise Lostl、 限定 公開 ITV シリ ー 
ズ 総 集 編 Air Communication| を 収録 
価格 : 26.250 円 (税込 ) 

65 二 に アス ミッ カフ ジテ し レビ 


ーー ゴ 


GALLERY 
東 の エデン 東 の エデン 劇場 版 !・ 昌 








制作 芽 話 

私 が 中 高生 の 頃 に 、IFM STATION] と いう 雑誌 が あり まし た 。 表紙 は 鈴木 英 人 氏 が 手がけ られ て いて 、 そ の 作 
品 の 中 に いく つか ニュ ー ヨ ー ク を 描い た も の が あり まし た 。 監 督 と 背景 の スタ イル を 模索 し た と き 、 物 語 の 冒頭 が 
ニュ ー ヨ ー ク や ワシ ント ン だ っ た こと も あり 、 ふ と 鈴木 英 人 氏 の イラ スト を 思い 出し まし た 。 氏 の イラ スト は グラ 
フィ ッ ク な 表現 を 用 いて いる に も 関わ ら ず 私 に は と て も リア リティ を 感じ る 絵 に 思え て いた か ら で す 。 そ の 結果 、 塗 
り に 抑揚 を 持た せ ず 、 輪 郭 線 を 使い 、 空 だ け は 空間 の 広がり を 持た せる た め に 通常 の 表現 と し て 、TV の 画面 で 観る 
と | 繧 ] だ が 小さ な アイ コン に する と | 写実 」| に 見 える と いう 「 東 の エデン 」】 の 美術 の コン セプト が で き あ が り ま し た 。 





_。 (GALLERY 3 
ギル ティ クラ ウン 
| ギルティ クラ ウン l| は 、2011 年 10 月 か ら 2012 年 3 月 まで 、 フ ジテ レビ の 1「 ノ 0 ミナ 」 


枠 で 放映 きれ た 作品 で す 。 は じ め に 荒木 哲郎 監督 か ら 、 日 常 生 活 の シー ン は [精霊 の 守り 


こ 生 か 





人 ] の よう な タッ チ 、 SF の シー ン で は | 「 攻 殻 機動 隊 SAC』 の よう な タッ チ と いう 、 上 内 体 的 
な オー ダー の あっ た 作品 で す 。 そ れ は 世界 観 の 話 で は な く 画 面 の 密度 や 質感 の 方 向 性 の 話 で 、 
空 も る 飛ば し 気味 に せ ず 、 し っ か り 露 出 を 合わ せ た 表 現に し て あり ます 。 





監督 : 荒木 哲郎 

シリ ー ズ 構成 : 吉野 弘幸 

員 シ リー ズ 構 成 : 大 河内 一 欄 

キャ ラウ ター 原案 : redjuice 

アニ メー ショ ン キ ャ ラク ター : 加藤 裕美 

総 作 画 監督 : 矢萩 利幸 、 門 及 聡 

メカ ニッ ク デ ザイ ン : 竹内 教 起 、 常 本 志 伸 、 胡 拓磨 
美術 監督 : 竹田 悠介 

音楽 : 澤野 弘之 

アニ メー ショ ン 制 作 : プロ ダウ ショ ン HG 


| ID | | 


制 作 民 者 話 

| キル ティ クラ ウン | の キャ ラク ター を 見 た と き 、 と て も 華 の ある キャ 
ラフ ラクター に 思え た の で 、 痛 景 も 普段 より は 色 数 を 増やし て 華やか な 色調 に 
し た いと 考え まし た 。 と ころ が 、 密 度 を 濃く する た め に ディ テー ル を 描き 
込み 、 さ ら に 色 数 を 増やそ うと する と 、 画 面 を まとめ る の に 大 変 手間 が か 
か り ま す 。 監督 と 話し 合い 、 こ の 作品 に は 密度 も 色 数 も どちら も 必要 だ と 
いう 判断 に な り ま し た 。 結果 的 に 、 そ うし た パラ ンス を 取り な が ら 膨 大 な 
物量 と 戦う 作業 が 待っ て いま し た 。 


ギル ティ クラウン 
Blu-ray&DVD 全 11 巻 発売 中 


各巻 価格 : Blu-ray 完全 限定 版 7.140 円 (税込) 


DVD 完全 限定 版 6.090 円 【 税 込 ) 
DVD 通常 版 5040 円 【 租 込 ) 
販売 元 : アニ プレ ックス 








(方 L1LERY 3 
ギル ティ クラ ウン 








LUNTIENT5 デジ タル 作画 法 


- 画像 サイ ズ と 解像度 
- ※※COLUMNO01 手描き の 道具 
~- ※※C じ COLUMN 02 アニ メー> コン oN 


- 球体 を 描く 
- 円 柱 を 描く 
- 光源 を 移動 させ て みよ う 


アニ メ で 見 た 空 と 雲 の あ る 風景 の 描き 方 


は じ め に 


ALLERY 


- や し 高校 野球 の 女子 マネ ー ジ ャ ー が ドラ ッ カ ー の 「 マ ネジ メン ト 』 を 読ん だ ら 
- 東 の エデン 東 の エデン 劇場 版 I ・H 
- キル ティ クラ ウン 


制作 環境 と 基礎 知識 


テ ジ タ ル で 指 く と き の 道 具 





※COLUMN 03 アニ メー ショ ン 制 作 の 流れ 





基本 バ パーツ の 描き 方 
グラ デー ショ シン を 描く 
立方 体 を 描く 











雲 と 空 を 描く 


- 和 爽やか な 朝焼け 、 横 か ら 差 し 込む 朝日 

- ドラ マチ ッ ク な 夕焼け 、 逆光 と 沈む 夕日 

- 夜 の 海 、 月 明か り に 照ら され る 雲 、 映 り 込 お 月 光 
-※COLUMN 05 圭 の 種類 と 名 称 


ーー 


- 夏 雲 と 田んぼ 

+ 秋 雲 と スス キ 

- 冬 の 曇天 と 二 山 

- ※COLUMN 06 資料 1 いろ いろ な 青空 


- 君 を 描 く 

了 木 を 描く 

- 木 や 川 の ある 風 応 を 描く 

南国 の 青い 海 と 積乱雲 を 描く 
-※COLUMN 04 光源 で 変わ る 色 の 見 え 方 


四季 の 移り 変わ り を 描く 


| 1 | | | | 
『 ーー 
自 多 物 の 描 に 3 方 ーー ーーー = 8 ーー ー ー = 「 ーー 
悪 9 旧い 










ー 日 の 時 間 に よ る 変化 を 描く 






士 手 に 咲く 桜 と 菜の花 


94 - 


ご O 


102 - 


106 
110 


11 ど 


114 - 
120] 


126 


134 


いろ いろ な 種類 の 空 を 描く 
飛行 機 か ら 見 た 雲海 と 、 沸 き 立 つ 積 乱雲 
土 間 か ら 差 し 込む 光 、 ら ざさ れる 水田 

夜空 を 縦断 し て 輝く 天の川 

% ヵ 相 的 な オー ロラ の カー テン 

※COLUMN 07 資料 の 2 いろ いろ な 夕焼け 












Chapler 5 
都市 や 街並み を 描く 
忠 感 を 押さ き 分 ける 
覇 浜 フ ンド マー クタ ワー か ら 見 た 応 色 











アニ メー ショ ン に お ける 背景 の 役割 
登場 人 物 の 心情 に 合わ せ て 背景 を 描き 分 ける 
「 君 に 届け | を 例 に 


時 間 軸 の 変化 に 合わ せ て 背景 を 描き 分 ける 
! 精 霊 の 守り 人 」 を 例 に 








rw InFTIT ロ HUETInT 





アニ メー ショ ン の 世界 で は 、 こ の 十 数 年 で 技術 の 進歩 と 共に 、 画 材 や 
技法 が 変わ っ て きま し た 。 こ ご ここ で は 本 書 で 使用 し た 制作 環境 や 、 ア ニ 
メー ショ ン の 現場 に 関わ る 人 た ちの 役割 な ど を 紹介 し ます 。 





未 材 と し て の 自由 度 


最初 に アニ メー ショ ン で デジ タル を 導入 し た の 
は 、 カ メラ 撮影 か ら ス キャ ナ の 取り 込み に 変わ っ た 


[撮影 ] の 現場 で す 。 次 に 塗り 作業 の 「 仕 上 げ | が 
デジ タル 化 さ れ 、2001 年 頃 か ら 


バツ コシ 

Bamboo で は 、Mac と Windows の 
両方 を 使っ て いま す 。 それぞれ の の 
作業 者 が 使い や すい OS で 作業 し 
て で いい 講ず す 。 


ペン タブ レッ ト 
ペン タブ レッ ト は 、 マ ウ 
ス よ り 繊 細 で 直感 的 に 
作業 する こと が で きる 
の で 、 パ ソコ ー ン で 繧 を 描 
く 際 に は 必要 に な り ま 
す 。 操 作 パネ ル の 面積 と 
芋 圧 感知 レベ ル の 差 で 
慎 段 が 変わ っ て きま す 。 


ベイ ント ソフ ト 
本 書 の 作品 で は 、Adobe 
Photoshop CS5.5 と 、 
COREL Painter を 使 
用 し て 描い て いま す 。 両 
ソフ ト と も PSD ファ イ 
ル で 互換 性 が あり 、 ま 
た 、 ど ちら の ソフ ト も 
Mac 版 と Windows 版 が 
用 意 き れ て いま す 。 





「 育 景 ] で は 一 





Adohe Photoshop CS6 





ど !l Ju 





COREL Painter 12 


Panef 』 
攻 シー EIZO FlexScan S2410W 他 
較 ス キャ ナ 

EPSON ES10000G 


癌 い デジ タル 画像 


部 分 を デジ タル で 描く よう に な り ま す 。 過 渡 期 で は 、 
紙 描 き と デ ジタル の ハイ ブリ ッ ド で 制作 し て いま し 
た が 、 撮 影 や 編集 の 素材 と し て の 自由 度 が 高い た 
め 、 デ ジタル が 主流 に な っ て いき まし た 。 


モニ タ 
液晶 モニ タ は 描い た 作品 
を 表示 し 、 色 を 確認 する 
た め の 重 要 な 機材 で す 。 
最近 で は 液晶 モニ タ の 価 | 
格 は と て も 安く な り ま し | 
た が 、 色 の 再現 性 を 考え 
る の で あれ ば 少し 高く て 『 
も 色 空 間 が 広い も の を 選 
ぶ と よい で し ょ う 。 





スキ ャ ナ 

レイ アウ ト 用 紙 や ラブ フ 、 
下書き を パソ コン に 取 
ショ ン の 現場 で は 、A3 購 邊 ご 
ノビ まで スキ ャ ン で き 
る 高 精 彩 モ デル の エ プ 
ソン ES10000G が よく 
恒 わ れ て いま す 。 





Bamboo 制作 環境 


圏 OS 

Mac 0C 軸 10.5.8/Windows 7 

圏 タ タブレット 

WacCom intuos 4 

画 覗 用 ソリ フト 

Photoshop CS 5.5/Painter 区 
液 晶 モ ニタ 

NEC MultiSyrc LCD2490 ナナ オ 


ーー 常 掲載 画像 は 、 最 新 バ パージ ョ ン の Adobe Pholoshop CS6 と COREL Painter 12 で す 。 





デジ タル で 描い た 絵 を 大 きく 引き 伸ばす と 、 細 
か い マ ス 目 が 見 える よう に な り 、1 イン チ に 入る 
マス 目 の 単位 を dpi (dots per inch) と 表し ます 。 
同じ 面積 の 場合 、 マ ス 目 が 小さ けれ ば 小さ い ほ ど 、 


解像度 が 大 きい 
マス 目 が 小さ ぐ 、 画 懐 
が 細か が かく 芋 合 


解像度 が 小さ い 
マス 目 が 大 きく 、 画 懐 
が 粗く 訪 る 


使用 する 媒体 に よっ て 解像度 を 使い 分 け よ う 


アニ メー ショ ン 

作品 の 発表 媒体 に よっ て 解像度 (dpi) が 
変わ っ て きま す 。 通 常 の 30 分 の アニ メー 
ショ ン 作 品 で は 、1475 x 831pixel の 
(26 x15cm、144dpi 相当 ) 画面 に 150 一 
200dpi で 描く の が 一 毅 的 で す 。 


1 : デジ タル 画像 に お ける 色情 報 の 最小 単位 . 
ウ の 男 原 色 を 用 いた 色 の 青 現 方 法 。 


印刷 媒体 

漫画 や 同人 誌 な どの 印刷 で 使用 する と き 
は 、 解 像 度 を 300dpi か 350dpi に 設定 し 
ます 。 ま た 、 カ ラー モー ド は RGB “か ら 
CMYK ”* に 変換 し て 納品 し ます 。 


: 赤 ・ 緑 ・ 青 の 三原 色 を 用 いた 色 の 表現 方 法 。 


WEB 媒体 
一 般 的 に 72dpi の 解像度 が 使用 され て い 
ます 。 印刷 で も 使用 を 考え て いる と き は 、 
は じ ぬ に 350cpi で 作成 し て 、WEB 媒体 
用 に 縮小 し て 別 フ ァイル と し て 保存 する 
まで に ま ラ る 


1 アデ ー、 


ママ ゼー 


。 計 


T エ ロ 


密度 が 高く な り 、 高 精細 な 画像 に な り ま す 。 

解像度 は 大 きく な る ほど 高 精細 に な り ま す が 、 
ファ イル サイ ズ が 大 きく な る た め 、 動 作 が 遅く な 
る デメ リッ ト も あり ます 。 


iT 





+ ご OLUMN 





臣 手 描 さ を の 道具 


紙 に 筆 で 描く 手描き の メリ ッ ト は 、 表 現 力 の 高 さ で す 。 先 人 た ち が 培 っ て きた 手 
韻 き の 表現 力 を 目指 し 、 画 像 ソフ ト が 改良 され 、 作 品 に 関わ る 人 々 は スキ ル を 磨い 
て いき まし た 。 


ポス ター カラ ー 筆 ーー 
アニ メー ショ ン 作 品 は 大 量 生産 の た め 、 比 較 的 、 安 価 ナム ラ の 削 用 筆 と 平 
に 購入 し や すい ポス ター カラ ー が 合用 さき され て いま ます 。 筆 を よく 使用 し ます 。 


平均 26 色 ぐ らい を 大 瓶 で 机 の 前 に 並べ て 使用 し ます 。 





に が ー フ ラジ 
「 画面 を 均一 に 塗る と き や 、 グ ラ デ ー 
ほ d で っ ぜ つ ンション を 描く と き な ど に 便 用 し ます 。 
刷毛 紙 鉄 筆 コン プレ ッ サ ー と セッ ト で 用 意 し ます 。 


は じ め の 地 準 り で 使っ 通常 の 作品 で は 、TMK ボ ポス 先端 が 鉄製 の 筆記 具 で 、 
た り 、 剛 毛 が 寺 い た 状 ター1BOkg と いう 六 ( 傘 紙 で レイ アウ ト 用 紙 と 画 用 
態 で 乾き きら な い 絵 具 "200 円 程度 】 が 一 般 的 に 使わ 紙 を 重ね て 、 筆 圧 で ト 
の 表面 を な で て ぽか し れ て いま す 。 通常 、B4 サイ ズ レー スズ し ます 。 ト レー 
た り 、 硬 い 布 毛 で 画面 の 紙 に レイ アウ ト 用 紙 と 同じ ス 方 法 は 、 押 し て 紙 に 
を た た いて マチ エル ー A4 く らい の 大 き さ で 背景 を 描 _ 跡 を つけ て 描く 方 法 と 、 
を つく っ た り し ます 。 きま す が 、 カ メラ ワー ク に よっ カー ボン 紙 を 挟ん で 描 
て 用 紙 サ イズ は 変わ り ま す 。 く 方 法 が あり ます 。 











医 ア ニメーション に 関わ る 人 の 役割 


ゲ アニメ ーション は 、 多く の 人 の 手 に よっ て つく ら 槍 て いま す 。 1 本 の アニ メー ショ 
ン が で きる まで に 関わ る 人 の 役割 を 紹介 し ます 。 


>> プ ロ デ ュ ー サ ー 


アニ メー ショ ン の 立ち 上 げ ・ 企 画 か ら 、 出 資 者 探し 、 予 
算 の 管理 、 公 開 ま で 、 作 品 の 製作 全般 を 動か し ます 。 








> > > 四 下 


作品 全体 の 責任 者 。 作 品 全体 の 方 向 性 、 ス タッ フ の 配置 
な ど を 決定 し ます 。 








es ーーーーーーーーーーーーーーー デ ーーー 一 ーー ーー 一 


スト ー リ ー の 筋書き 、 登場 人 物 の セリ フ や 場面 状況 を ま 
と め た 脚本 を 書き ます 。 


>>> 湯 出家 


構成 、 演技 な ど を 考え ます 。 絵 コン テ や 原画 な ど 作品 の 
クオ リティ の チェ ッ ク も し ます 。 アニメ の 放映 話 数 で 複 
致 の 演出 家 が 担当 する こと も あり ます 。 


>> キ ャ ラク ター デザ イナ ー 


登場 人 物 を デザ イン し ます 。 








監督 や スタ ッ フ 間 で 美術 の 方 向 性 を 確認 し 、 色 色彩 や 様式 
な ど 作品 の 世界 観 を 決定 し ます 。 





:Corunvn 因 | 層 


>> ア ニ メ ー タ ー 


ニニ ーー 


動画 部 分 を 作成 する スタ ッ フ の 総称 。 総 コン テ か ら レ イ 
アウ ト を 描き 起こ す 原 画 マン と 、 原画 と 原画 を 繋げ る カッ 
ト を 描く 動画 マン が いま す 。 





>>> 景 


ーーーーーーー ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー 


美術 息 督 が 作成 し た 美術 ポ ボード を 基 に 、 背 景 を 描き ます 。 








>> っ 撮影 


動画 と 背景 の レイ ヤー ( 層 。 セ ル の よう に 画像 を 重ね る 
こと が で きる ) を 重ね 、 多 重吉 光 な どの 特殊 効果 を 加え て 、 
映 懐 データ に し ます 。 





> 声優 
キャ ラク ター の 動き に 合わ せ て 、 セ リフ を 吹き 込ん で い 
きま す 。 


>>> 音 響 監督 | 


ーーーーー デ ーー 


BGM、 効 果 音 、 ア テレ コ 音 源 な ど 作品 に 関わ る 音声 の ク 
オリ ティ を 管理 し ます 。 監督 と 相談 し な が ら 声 優 の キャ 
ステ ィング を 行う こと も あり ます 。 








>>> 色 彩 設 計 


革 上 げ ・ 着 彩 の と き に 塗る キャ ラク ター ー の 肌 や 髪 の 色 か 
ら 服 の 色 、 車 や 自転 車 、 キ ャ ラク ター が 手 に も つつ 小物 な ど 、 
動く も の すべ て の 色 を 決め 、 シ ー ン に 合わ せ た 色 の 変化 
も 指定 し ます 。 














IlO8l1 


+( ご OLUMN 


堅 アニ メー ショ ン 制 作 の 流れ 





この 十 数 年 で 、 手 描き の セル アニ メー ショ ン か が ら パ ソコ ン を 使っ た デジ タル アニ 
メー ショ ン へ と 、 時 代 と 共に 素材 の 媒体 は 変化 し まし た が 、 制 作 の 流れ は それ ほぼ ほ ご 






作品 の コン セプト や 企画 意図 、 制 作 ス タッ フ の 
人 選 な ど 作 品 全体 の 枠組 み を 決定 し ます 。 





脚本 ・ 設 定 ・ デ ザイ ン | 
脚本 家 が 場面 設定 や セリ フ な ど が 書き 込ま れ た 
脚本 を 執筆 作画 監督 や 美術 監督 に より 、 キ ャ 
ラク ター デザ イン や 、 作 品 の 世界 観 、 登 場 する 
居 カ な どの デザ イ ン 画 が 起こ き れ ま す 。 







カッ ト 順 に 繋い だ 映像 素材 を 繋ぎ 合わ せ 、 作 品 
NT 











る と は 、 カ ッ ト 割 や カメ ラ ワ ー ク な ど 
作品 の 流れ を 記し た イメ ー ジ 画 で 、 監 督 が 描く 
場合 も あれ ば 、 演 出 担当 が 描く 場合 も あり ます 。 





デジ ve eo 
『 に する 作業 の こと を 指し ます 。 










。 レイ アウ ト 
ーー デ 「 レ イア ウ ト 」 は 、 絵 コ ン テ よ り も さら に 具体 的 
』 に 指示 が 描き 込ま れ た も の で 、1 場面 ど と に カ 
テラ ウー ク 生 お 科 析 て 2 ま か 
て いき ます 。 


場面 ご と の 色 を 指定 し 、 原 画 を スキ ャ ン し た 画 。 
像 に 公 し ます 。 以前 は 手 半 サザ 主流 で し た が 、 







( 背景 ・ 美 術 
美術 監督 が 作成 し た 美術 ポー ド と レイ アウ ト を 
基 に 、 背景 マン が 背景 画 を 作成 し ます 。 


原画 と 原画 を 繋ぐ 動き の カッ ト を 描く 工程 の こ 
と で す 。 


, 原画 RAR 
Sg 原画 と は 、 登 場 人 物 の 動き は じ め や 終わ りな ど 、 
動き の ポイ ント と な る カッ ト を 指し ます 。 





基本 パー ツ の 
押 き 方 


雲 や 木 な ど は 、 立 方 体 や 球体 な どの 単純 な 形 を 組み 合わ せ て 描き ます 。 
ここ で は 立方 体 な どの 基本 パー ツ と 、 基 本 パー ツ を 組み 合わ せ て つく 
る 雲 の 描き 方 を 紹介 し ます 。 ま た 、 使 用 ソフ ト は 、Photoshop は 調 
Painter は 調 で 表し て いま す 。 


Ll_oe3 | 


、 が ーー さこ, 上 ヽ HH 
ゅ > クラ デー ショ ン を 搬 く 
ぐ Painter と Photoshop の 特性 の 違い 


Painter と PhotoshopD で は 、 も っ と も 濃い 色 と も っ : 均等 な グラ デー ショ ン を つく る こと が で きま す 。 
と も 明る い 色 は 同じ で す が 、 そ の 中 間 の 色 の 変化 の : この 特性 を 理解 し て 、 自 分 の 描き た い 表 現 が ど 
仕方 が 変わ り ます 。Painter は 、 に じみ や 色 ム ラ が : ちら の ソフ ト に 合っ て いる か を 見 極め 、 使 い 分 け 
で きる こと で 味 が 出 や すく な り ま す 。 Photoshop は : て いく こと が 大 切 で す 。 


Photoshop の 





りー 


T 






『 ainter の 
グラ テー ショ ン 





グラ デー ショ ン 























Painter で ウ の グラ デー ショ ン は 、 不 居 明 水彩 で 1 色 を 塗り 乾 か な Photoshop で は 選択 し た 2 色 間 の 均一 で 正確 な グラ デー ショ ン が 
いう ち に ら 色 め を 塗っ て つく る グラ デー ショ ン に 近い 再現 を し ま つく れる た ぬ め ぬ め 、 イ ラス ト 的 な 表現 を 描く と き に 適し て いま す 。 章 
す 。 混ぜ 合わ せる 2 ら 色 の 間 に 役 妙 に 色相 の 違う 色 が で きる た め ぬ め 色 図 す る グラ デー ショ ン を つく れる 代わ り に 、Painter の よう に 偶 
に 深み が 出 て きま す 。 閣 性 に 頼る こと が で きま せん 。 





| | に | | | 


ムラ を 人 質感 と し て 利用 する 
Painter の ブラ シ ツ ー ル の 1 つ で ある 「 ア ー テ ィ ス ト オ イ ル ]| は 、 紙 描き の と き に 使っ て いた 不透明 水彩 の ポス ター 提 因 
カラ ー を 使っ た 厚 塗り の 描き 味 に よく 似 た 効果 が 得 ら れ ま す 。 不透明 水彩 の 特徴 で ある 隣り あう 色 が 混 さ ざり あう 
こと で で きる 微妙 に 色相 の 異な る 色 や 塗り ムラ (筆致 ) は 、 画 面 に 深み を 与え 描く モチ ー フ (題材 ) の 質感 に 繋 
が り ま す 。 こ の 描き 味 と も 呼べ る あい まい な も の こそ デジ タル の 描画 で 得 に くい 要素 で す 。 
Bamboo で は 、 新 人 研修 の 最初 の 課題 と し て 24 ペー ジ の よう な Painter に よる グラ デー ショ ン を 練習 し 、 筆 に 
よる ムラ が 質感 に 繋が る こと を 感覚 的 に 身 に つけ る よう に し て いま す 。 








ブラ ッ 
ケバ 立ち 回 証 計時 | ww 
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3 過 * 円 と 黒 を 使わ な い 混 色 


色 の 明暗 を 表現 する と き 、 最 初 は 誰 で も 元 の 色 に 白 や 黒 を 混ぜ て 明暗 を つく ろう と し て し まい ます 。 例 えば 赤い 

レン ガ の 壁 を 明る くし よう と し て 白 を 混ぜ な が ら 塗 っ て みて も 、 い まひ と つ 明 る く < 見え ない の は な ぜ で し ょ うか 。 

現実 の 世界 で 目 に 映る も の は すべ て 光 の 反射 で 、 光 は 光源 ( 光 を 放射 する も の ) に よっ て 固有 の 色 を も っ て いま 叶 
す 。 も の が 明る く 照 ら さ れる と き は 、 光 源 と な る 光 の 色 の 影響 を 必ず 受け て いま す 。 明暗 を 表現 する と きも 光源 と 凍 
な る 光 の 色 を 意識 し て 明る くす る こと で 、 よ り 明 る さ を 感 じ る 色 の 変化 が で きま す 。 ま た 補色 "関係 に あたる 色 に 
よる 混色 で 、 メ リハ リ を 表現 する こと も で きま す 。 同 じ 赤 に 黒 を 混ぜ て 色調 を 落と す と きよ り 、 間 に 補色 関係 に あ 
る 緑 を 混ぜ た と き の ほ う が 、 明 暗 の 変化 に 色相 (色合い ) の 変化 も 加わ り 、 よ り コ ント ラス ト が 強調 され 色 の 変化 

に 深み を 与え られ ます 。 白 と 黒 を 使わ な いで 絵 を 描く と 色づく り の 訓練 に な り ま す 。 


@9r 


白黒 の 混色 | 





黄 … 縁 の 混色 





明る い 


暗い 
\* : 色相 を 順番 に 並べ て 円 環 に し た 「 色 相 環 ] に お いて 、 正 反対 に 位置 する 関係 の 色 の 組み 合わ せ の こと 。 1 95 








光 の 向き と 影 の 沙 ち 方 を 考え る 


二 次 元 の 絵 は 、 光 の 当たっ て いる 部 分 と 影 の 部 : 立方 体 は 、 左 前 方 の 斜め 上 か ら 光 が 当たっ て い 
分 を 描く こと で 立体 感 を 表現 し ます 。 最初 に 、 下 : る 設定 で す 。 こ の と き 、 実際 に 描く 視点 、 上 か ら 
の 立方 体 を 例 に 光 の 向き と 影 の 落ち 方 を 考え て み : の 視点 、 真 横 か ら の 視点 と いう 、3 つの 方 向 か ら 
まし あう 。 : 影 の 落ち 方 を 想像 し て み ま し ょ う 。 


EESS5 計 が ら の 挫 京 








光 は 一 方 向 か ら 当たっ て 
いま す 。 真 上 か ら 見 る と 、 
影 が 一 方 向 か ら 平行 に 伸 





す 。 


真横 か ら の 視点 








左上 か ら 光 が 当たっ て いる 立方 体 を 、 上 か ら 眺 め て いる 設定 で 描 
きま す 。 光 が 当たっ て いる 面 と 立体 に つく 影 の 面 、 立体 が 落と す 
影 の 明暗 を 描き 分 け ま す 。 











| 交 が 当たっ て いる 面 の 反 
対 の 面 は 、 光 が 当たら な # 
いた め 影 に な り ま す 。 こ 

) の と き 影 の 領域 が 播 く 余 


本 線 の 角度 は 、 光 源 の 高き 
ーー | に 導き す 。 | 


《@》 光 の 方 向 や 強 さ を 設定 する 。 
の ) 影 の 落ち 方 を 、3 つの 方 向 か ら 考え る 。 


人 で) 3 つの 面 の 明る さ を 考 える 。 





びている こと が わか り ま 』 





(SW | 0 uel| 
影 で 暗く な っ た 面 が 床 か ら の 反射 で し 明る く な り ま す 。 反 射 は あく 


を 斜め め 手 前 か ら の 光 で す 。 上面 が も っ と も 明る 
く な り 、 そ の 中 で も 手前 が より 明る く な りり ます 。 で 二 次 的 な 光源 な の で 光 の 直接 当たる 2 つの D 面 より は 明る くく な りり ま せん た ん 。 
J 
Te 


に 


床 に 立方 体 の 映り 込み を 描き 光 の 方 向 に 合わ せ て 影 の 伸び 
度 を 、 光 源 の 高 さ に 合わ せ て 影 の 


す 。 映り 込 み は 、 実 体 の 立 
間際 全 天 げ の 栓 ま あす 伸び る 長 さ を 決め ます 。 


画 の 境界 を ほか し て 描く 


面 の 輪郭 を ハッ キリ と 描く 


面 の 輪郭 RB 境 界 カ 捕 : に 1 方 で 物質 の 蛋 さ ョ ピロ ト - = 呈 > ロロ 末 二 き カ ei 境界 き 元 【 ギ 到 K, と 描く ま と 幸 ロ し 印象 の 表現 に な 『」 反対 に 面 の 輸 


首 を ハッ キリ と 描く と 重い 印象 に な り ます 。 









LC 
立方 体 の 描き 方 








回 ・ Painter 





PhotoshoD で 下 繧 を 読み 込み 、 下 絵 を 基 に ガイ ドラ イン を 描き 起 
ご し ます 。 














グラ デー ショ ン を つく る た め 、1 色 め に 重ね る よう に 2 色 め を 塗 2 つの 色 の 間 を 、 色 が 混ざっ た こと で で きた グラ デー ショ ン で 坦 
ます 。 きま す 。 








アニ メー ショ ン の 現場 で は 、Photoshop ファ イル (ファ イル の 拡張 子 は .psd) で 絵 を や り 
取り する こと が 主流 と な っ て いま す 。 そのため 最初 に Photoshop で ファ イル を 作成 し て か 
ら Painter に 読み 込み ます 。 

PSD ファ イル は その まま Painter に 読み 込め ます が 、 そ れ ぞ れ の バー ジョ ン に よっ て は レ 
イヤ ー の モー ド な ど に 互換 性 を 得 ら れ な いこ と が ある の で 注意 が 必要 で す 。 実際 の 現場 で は 
Photoshop で 下絵 と な る ラフ な 線画 を 描き 、Painter で 大 ま か な 地 塗り を し て 仕上 げ と 色調 
の 微 調整 で Photoshop に 戻る と いう 流れ で 作業 し ます 。 
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立方 体 の 3 つの 面 を 塗り 分 け ま し た 。 こ ご こ で 大 切な こと は 、 明 暗 の バラ ンス で す 。 輪郭 の 形 は 、 後 ほど 調整 し て いき ます 。 


2 つめ の 面 も 2 色 め を 塗り 、 
ケラ デー ショ ン で 繋ぎ きまま す 。 


ピ 


同様 に 間 き を 











| | 0eg | 














立方 体 と は 別 の レイ ヤー で 背景 を 塗り ます 。 背景 も 1 色 で 沙 る の で は な く 、 光 新 の 位置 を 想定 し て 、 色 を 還 ね な が ら ピ 明暗 差 を つく っ て 
い 寺 ます, 






5 上 


ーー ピ 
ャ ヨー 





村 加 『 
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影 と 反射 に よる 映り 込み を 描き ます 。 背景 の みのり レイ ヤー で す 。 


Photoshop に 戻っ て 忌 つ の レイ ヤー の 上 
に ガイ ド の レイ ヤー を 重ね 、 茶 分 な 部 分 
を 記 択 範囲 で 切り 落と し ま ] 


完成 で す 。 





球体 は 雲 や 樹木 と いっ た 自然 物 を 描く 上 で 基本 : ショ ン と グラ デー ショ ン の 幅 や 色 の 変化 が 、 球 体 
と な る 立体 で す 。 連続 す る 曲面 で 構成 され て いる : を 描く 上 で の ポイ ント に な り ま す 。 

た め 、 立 方 体 (P26) と 直っ て 明暗 を は っ きり : 

分 け て 描く こと が で きま せん 。 滑 ら か な グラ デー 


光 が 一 番 当 た っ て いる 光 が ほ ば ぼ 夏 上 か ら 当 た っ て いる た め 、 球 か ら 
部 分 に 、 ハ イラ イト を 離れ る ほど 光 は 当たり ませ ん 。 そ の た ぬ め 奥 の 
入れ ます 。 背景 は 暗く 表現 し まし た 。 


球 の 輪郭 は 、 エッ 
ジ を ぽか すこ と で 
理 に 回 り 錠 上 ん で い 
語 よ うに 青 下 する 
ご と が で きま す 。 


床 か ら の 反射 光 を 
描き 込み ます 。 今 「 

回 は 2 箇所 に 反射 1 
光 が で きま し た 。 ーー 人 





光 の 方 向 に 沿っ て 補助 線 を 引き 、 影 の 部 分 に 
アタ リ を つけ ます 。 上 か ら 光 が 当たっ て いる 
た め 、 上 面 は 明る く な り 下 面 は 暗く な り ま す 。 


ーー ゴ 
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円 柱 は 木 の 幹 や 電柱 な ど を 描く と き の 、 基 礎 の : の ほう が 上 面 の 柄 円 より 面積 が 大 きく な り ま す 。 
形 に な り ま す 。 円 柱 を 描く と き は 、 底 面 の 柄 円 と 、 : 側面 は 、 見 えな い 部 分 に 回 り 込 ん を で いく こと を 
上 面 の 椿 円 の パー ス を 描き 分 ける こと が 大 切 に な : 意識 し な が ら グ ラ デ ー シ ョ ン に 塗り ます 。 及 の 回 
り ま す 。 今回 は 、 斜 め 上 か ら 見 て いる た め 、 底 面 : り 込 み を 少し 明る くす る と 自然 な 印象 に な り ま す 。 





回 り 込み を 意識 する 


パー ス が つく た め 、 手 前 の 弧 の ほう が が 奥 の 弧 より も カー ブ が 大 きく な 影 の 回 り 込 む 面 に は 痛 量 
り ま す 。 同 じ 面 で も 、 手 前 の エッ ジ は 立て て シャ ー プ に 、 奥 へ べ い く ほ の 色 が 反射 し ます 。 


ど エ ッ ジ を ぽか し て 描く こと で 、 奥 行き を 感じ られ る よう に な り ま す 。 





床 面 の パー ス に 治 
う よ う に 、 影 を 描 


垂直 方 向 を 意識 し ご いて いき ます 。 回 
つつ 、 明暗 の タダ り 込 む 境 界 線 の 利 
ラ デ ー ジ ショ ン を きつ 理 は 、 て い 拉 い に 
くっ て い 寺 まま す 。 描い て いき ます 。 


下総 


パー ス が つく た め 、 床 に 接する 柄 円 の ほう の 
_ | 面積 は 広く な り ま す 。 








光源 の 位置 や 、 光 の 強 で 影 の で き 方 は 変わ っ : こと に な り 、 日 中 の 時 間 帯 が 表現 で きま す 。 ま た 、 
て きま す 。 影 が で きる こと で 立体 感 を 出す だ け で : 強い 影 は 夏 の 光 、 弱 い 影 は 冬 の 光 な どの 季節 を 表 
な く 、 時 間 帯 や 季節 感 も 表現 で きま す 。 | 現 で きま す 。 光源 を し っ か り 設定 し て 、 作 品 に 適 
例え ば 短い 影 を 描く と 、 太 陽 が 真 上 に き て いる : し た 影 を 描き まし ょ う 。 





反対 か ら の 光 ふ 





光 軍 が 移動 し た と き の 、 光 の 当たり 方 、 影 の 伸び 方 を 確認 し て み ま し ょ う 。 ア ニ メ ー ジ ショ ン の 現場 で は 複数 の スタ ッ プ が 1 つの シー デー 
を 表現 する た め に 光源 の 設定 を 共通 の 認識 と し て 捉え る 必要 が あり ます 。 光 の イメ ー ジ を 伝え る た め に 、 順 光 (正面 か ら 当たる 光 )、 遂 
光 (反対 側 か ら 当たる 光 )、 ト ッ プ ライ ト 、 フ ッ ト ラ イト な ど 、 光 源 を 表す さま ざま な 呼び 名 が 使わ れ ま す 。 


組み 合わ せ た 立 r 体 を 逆光 で 描く 





光源 より 高い 位置 か の ら の アン グル で 描い て いま す 。 低 い 位 置 の 斜 円 雛 と 円 柱 を 組み 合わ せ た 立 体 を 、 有 逆光 で 描い て いま す 。 キモ チー 
了 め 右 か ら 光 が 当たっ て いる た め 、 左 奥 へ 影 が 伸び て いき ます 。 フ の 形 が 複雑 に な る ほど 、 反 射 な どの 影響 に より 影 の つき 方 も 裸 
雅 に な り ま す 。 








バー ス を つけ て 実 の 配置 を 考え る 


空 に 雲 を 配置 する と き 、 空 の 高低 差 や 遠近 感 ( 奥 : 設定 し 、 パ ー ス ライ ン に 沿っ て 雲 を 配置 し まし た 。 
行き ) な ど 、 三次 元 の 空間 で 考え て いき ます 。 : 主役 の 雲 、 高 い 雲 、 遠 く の 雲 な と ど 、 雲 を 配置 す 


今回 の 作品 で は 三 点 透視 図法 で 描い て いる の : る 場所 ご と に レイ ヤー を 分 け て 描く と 、 三 次 元 的 
で 、 水 平方 向 に 2 点 、 垂直 方向 に 1 点 の 消失 点 を : に 空間 感 を 表現 し や すく な り ま す 。 


雲 も 球体 の 塊 と し て 捉え 、 は じ め は 単純 陰影 を 慕 議 し な が ら 組 み 合わ せま す 。 高き さと 奥行 き を 意識 し な が ら 、 形 を 整え 
な 形 で 描き ます 。 ま 


ee 
遠景 の 下 の ほ うに は ガス 状 の 雲 を 配置 し ます 。 パー スズ を つけ て 、 主 役 の 雲 、 高 い 霊 、 可 く の 霊 の 配置 を 考え ます 。 


Te 
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画面 左上 に 太陽 が あり ます 。 手前 を さえ ぎる 逆光 の 寺 
は 底辺 し か 見 えま せん 。 影 色 だ け で 描き ます 。 直射 日 
光 が 当 た ら な い の で コン トラ スト は 表 く な り ま す 。 








主役 の 雲 は 、 光 の 当たる 面 か ら 影 側 の 面 に 移行 する 境目 
に ディ テー ル 【 凹 凸 ) を 集中 させ ます 。 影 側 の 面 は で 
きる だ け フ ラッ ト に する と 形 が 整理 し や すく な り ま す 。 


Photoshop の ダラ デー ショ ン ツ ウール で 空 下 寺 を 基 に 
の ダラ デー ショ ン を 塗り ます 。 


「 色 が 垂直 方 向 の パー ス で す 。 





や や あお っ て いま す が 、 堪 上 か ら 太 陽光 に 照 
らき れ て いま す 。 








遠景 の 雲 は 色 数 を 減ら じ た り 形 も 単調 に し た り 
し て 、 手 前 の 雲 より 主張 し な いよ うに し ます 。 


ピン 


ー デ 








ライ シン ウツ ウール で パー スラ イン 主役 の 雲 ( 紫 )、 高 い 霞 ( 紹 )、 く の 寺 
を 描き ます 。 緑 と ピン タ が 水平 方 向 、 水 ( 青 ) を 、 そ れ ぞ れ レ イヤ ギー を 婦 け て 大 ぎっ 


ば に 描き ます 。 








下絵 と パー スラ イン を 隠し た 状態 で す 。 レ イヤ ギー は 、 背 景 の 青空 、 
主役 の 雲 、 高 い 雲 、 遠 く の 霊 と 4 層 に 分 か が れ て いま す 。 


ブラ シ ツ ー ル 


に は 、 多 く の 形 状 が 用 意 き れ て いま す が 、 
現に 適し た も の が な いこ と も あり ます 。 下図 の よう に 任意 の 形状 の 
図形 を 選択 し 「 ブラ シ を 定義 | する こと で カス タム ブラ シ を つく る 


雲 を 描く た め に 、 カス タム ブラ シ を 用 意 し ます 。 


描き が 


こと が で きま す 。 マ イブ ラ シ を 増やし て 表現 の 幅 を 広げ まし ょ う 。 


Photoshop の デフ ォ ル ト (初期 設定 ) の ブラ シ に は 、 球 体 


と 四 衣 し か な く 三 角 は あり ませ ん 。 三角 の ブラ シ を つく っ 
て お く と 、 な に か と 便利 で す 。 ブ ラジ シ 先 敵 の シェ イブ で 人 角 
度 や 厚み を 変え る こと で 汎用 性 が 広がり ます 。 


一 三 角 の 片 ほ か か し に 粒状 感 を つけ る 


三角 の 片 ぽ か し に 幸 粒 の 穴 を 開け る と 、 筆 ム ムラ の よう な ス 
トロ ー ク が 描け ます 。 木目 を 描く とき に よく 使い ます 。 


還 三 角 の 片 ほぼ か し 


三角 形 に グラ デー ショ ン ツ ー ル を 使っ て 片側 を ぼかし ます 。 
三角 の 片 ぼ ぽか し は 、90 度 回 転 き させ た も の も 作っ て お く と 回 
転 や 直径 の 厚み に 変化 を 加え る と き に 、 い ろ い ろ な 角度 に 
対応 で きま す 。 


時 ス キャ ナ で 敵 休 を 取り 込む 


実際 の 画用紙 に 筆 で 描い た 画像 を スキ ャ ナ で 取り 込ん で 、 
その 形 を カス タム ブラ シン に し て いま す 。 スキ ャ ン し た 画像 
は 、 きれ いな 二 値 化 に な っ て いな い の で 、 レ ベル 補正 な ど 
を 使っ て 白 と 黒 に 分 け ま し ょ う 。 上 記 の よう な 形 は 、 雲 の 
ふわ ふわ と し た 輪郭 を 描く と き に よく 使い ます 。 





こい 表 


日 一 色 で 要 を 描き ます 。 画面 上 の ブラ ン シ | 凍 識 凍 ま ボー L PC と SS YESC53cnpVT 2 
フー ル パ レ ッ ト は 、 高 空 の 雲 を 描く カス 過 太陽 の 位置 を 左上 に 設定 し て 、 光 洒 に 対し て 雲 に 陰影 を つけ て い 
クム プラ ン で 、 プ ラン の 形状 を つぶ ざし て みみ の 0 の ル レル ルン きま す 。 光源 の 設定 (位置 や 光 の 強 さ ) は 、 下 絵 の 段階 か ら 決定 
| 義 布 ] を か けた も の で す 。 = 間 ョ し て お きま し ょ 
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P _ 生生 3 _ 蘭 im " 邊 ーー を キュ 
作業 を Painter に 移し 、 ブ ラ シ ツ ー ル の ブレ ンド の 「 拡 散 ぼ ぽか し | を 用 いて 高空 の ちり ちり し た 雲 を 適度 に フォ ルム を 残 し な が ら 散 らし 
て いき ます 。 


に 』 
ニーーー ーー ニー ニー 


HH 庄 衣 貞 肝 


ニーーーーーーーーーー 一 
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| == 





で ーー 1 ーー「 下 の 色 を 拾う ) に チェ ッ ク を 入れ る と 、 雲 の 色 が に じ む と き に 
了 eq ) 才 栓 コ の 記 か 六 ー 1 エ Jr4 軸 た 品 
手前 の 雲 の ア ウト ライ ン を 整え る の に は ブレ ンド の 「 紙 目 捧 撤 筆 」 0 ML 則 ら れ ま す 。 ーー 
を 使い ます 。 こ の ツー ル は 、 に じ ま せ る と いう より 描く イメ ー ジ の ょ うに る 種類 の プレ ンド を 使い 分 け て 雲 の 形 を 仕上 げ ま す 。 
に 近い と いえ ます 。Photoshop の 指先 ツー ル も 近い 表現 が で き 叶 
す が 、 筆 圧 や ブラ シ サ イズ を 変え る こと で より 複雑 な に じみ 方 を 


し 計 
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ーー 上 -ii 199"/329" | まま デフ LE ュ -m 

再び Photoshop で の 作業 に 戻し 、[ ト ー ン カー ブ ]| と 「 色 相 ・ 彩 度 |] を 用 いて 、 色 の 

バ パラ ンス を 整え ます 。 





本 奄 本 王 表 


TFT 





雲 の 9 の ディテール を 描き 足し 、 指 先 ツ ー ル で な じ ま せ ます 。 
Photoshon の 指先 ソー ル は 、Painter の ブレ ンド より に じみ | 
方 が 単調 で す 。 に じみ 方 を 把握 し て 機能 を 使い 分 け ま し ょ う 。 


介 国 








太陽 が ある と 意識 させ る た め に 、 フ レア 空 と 雲 の レ イヤ ー の 間 に グ ラ デ ー シ ョ ン 光線 に 合わ せ て 、 ハ イラ イト や や 陰影 を 描 
用 に 白 ー オ レン ジ の グラ デー ショ ン を 用 の レイ ヤー を 挟み 、 重 ね の モー ド を 「 ス きき 定 し て いき ます 。 
意 し ます 。 ケリ ー ン 」 に し ます 。「[ ス クリ ー ン シン 」 と は 、 

写真 の 多重 規 光 と 同じ よう な 効果 を 出せ 

る 機能 で す 。 
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央 を 描く 一 
⑥)/ 方 体 や 上 直方体 を 組み 合わ せ て 抽 く 


岩 は 立方 体 の 応用 で 描き ます 。 岩 の 表面 は 複雑 : 全体 の 塊 感 が 失わ れ て し まい ます 。 

な 凹凸 が あり 、 そ の 凹凸 が 岩 の 質感 を つく り 出し : 岩 の よ うな 複雑 な 立体 ほど 、 影 の で き 方 も 複雑 
て いま す 。 し か し 、 は じ め か ら 細 部 の 凹凸 を 描こ : に な り ま す 。 複雑 な 立体 物 は 、 単 純 な 形 に 置き 換 
うと する と 、 影 の つき 方 が 不 自然 に な りや すく 、 : えて 考え て 描く と よい で し ょ う 。 


2 2 
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複雑 な 形 の 岩 は 、 複 数 の 立方 体 の 組み 合わ せ と し て 考え る と 影 の 半 逆 光 か ら の 光 な の で 、 手 前 側 に 影 が で きま す 。 上 面 、 側 面 、 底 
つき 方 が わか りや すく な り ま す 。 面 に で きる 影 の 明暗 比 を 整理 し ます 。 





形 が 複 維 に な っ て も 、 
上 面 、 側 面 、 底 面 の 
影 の 選 さ の 、 明 暗 比 
は 話 わ り ま せん 。 





】 SeI | | JI 目下 
Ns | 人 g 制 江間 


章 の 色 は 和典 に いく ほど 空 岩の上 の 面 に も わずか 
の 光 の 反射 を 受け ます 。 に 空 の 光 の 反射 が 影響 
手前 の 草地 は 緑 の 影 色 の し ます 。 

中 に 茶 系 を 泥 ぜ る こと で 

草 越 し の 地面 を 感じ させ 

る こと が で きま す 。 
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震 の 固有 色 は 茶 系 で す 岩 の 影 面 に は 草 の 緑 の 放 較 
が 、 わ ず か に 草 の 緑 を 反 科 が 影響 し ます 。 < 間 


混ぜ て 描く と 自然 な 仕 
上 が り に な り ま す 。 


7 某 色 は 固有 色 単 体 で 見 える こと は 、 ま ず あ りえ ませ ん 。 目 は 、 光 の 反射 に より 、 色 を 認識 し 
本 て いま す 。 光 は さま ざま か な 方向 へ 反射 する た め 、 周 り に ある 物体 の 色 も 、 必 ず お 互い に 影響 

ク 凍 し あう こと を 理解 し た 上 で 、 色 を 設定 する こと が 大 切 で す 。 

今回 の 作例 で は 、 岩 の 周り に ある 緑 が 岩 の 色 に 影響 を 与え る た め 、 影 の 部 分 に 当たる 反射 

光 に 緑 を 配色 し まし た 。 緑色 を 岩 に 入れ る こと で 、 昔 むし た 感じ や 、 湿 度 を 感じ る こと が で 

きま す 。 隣り あわ せ に ある も の 同士 が 影響 し あう こと で 互い の 関係 性 が 明確 に な り 、 そ の 場 


* ツ [ 
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Photoshop で 立方 体 の ラフ を 描き ます 。 






ee ID 
ーー- ー ピ ピー ューーーーーー = 


Painter に 移り 、 草 に 際 影 を つけ ます 。 





を 


色 に 深み を 出す た め 、 短 い ス トロ ー タ ( 運 
健 ) の タッ チ で 、 少 し ずつ 色 を 変え て 重 
ね な が ら 学 っ て いき ます 。 


ーーーーー ーー ユニ ミ テー ー ーー 一 エーー= 





新た な レイ ヤー を つく り 、 鍛 で 描い た 立 
方 体 を ペー ス に 、 立 方 体 と 直方 体 を 組み 
合わ むせ た 岩 の ラ フ を 描き ます 。 
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草 の 色 か ら 岩 の 陰 面 の 色 を つく り 、 影 の 部 分 を 塗り ます 。 





Photoshop で 草 の 部 分 と 岩 の 部 分 を 準 り 
分 け ま す 。 革 は 通 近 感 を 出す た 訪 、 ダラ 


デー ショ ン に し て いま す 。 





| ーーーーーーーーー デ デー 


罰 間 42444 








Painter の 環境 設定 で ブラ シ の ショ ー ト 
カッ トキ ー の 中 の 「 色 の 入れ 替え | に X 
を 指定 する こと で 、Photoshop と 同様 に 
選択 し た 2 色 を キー 1 つ で 描き な が ら 随 
時 入れ 替え られ ます 。 


一 ェ ョ ドー ミニ 
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再度 、Photoshop に 戻り 、 
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円 形 の ブラ シ を 選択 し て 厚み を 薄く し ま 
す 。 カ ラー 表現 の コン トロ ー ラ ー で 「 方 向 」 
を 選び ます 。 こ の 設定 で 明る い 緑 と 暗い 
緑 を 選択 し て 草 を 描き ます 。 角度 の 違う 
草 の 明 暗 が 色 を 置き 換え る こと な く リ ズ 
ム に の っ て 描け ます 。 





岩 の デ ィ テ ー ル を さら に 描き 込み ます 。 


。 陸 。 PP , 計 昌 ,. 末 昌明 .。 再 半 時 和 .. 時 時 時 利 |. 評 時 間 間 . 放 音 時間] ロ 


HOIEYSP 


Ageeuu テ い 
ee pn アマ ー 


も モー テテ ーー ニニ ニュ 


左 で 説明 し た よう 
君 の ディ テー ル を 描き 進め ます 。 


=ー 還 和 | 


TLKKNKYPK 理 


per ネー ーー モー ニョ ニー デー トー = 








定 で 草 や 





主役 で ある 岩 の 周 り 
| の 草 を 描 圭 和 記 ま 
| す 。 岩 に 視 朝 を 集中 
させ る た め 、 
邊 い 部 分 の 草 は 描き 
込み ませ ん 。 


岩 か ら 


Ll 8 











円 柱 と 球体 を 組み 合わ せ て 描く 


葉 が 生い茂る 木 は 、 葉 っ ぱ 1 枚 1 枚 の ディ テー : で きま す 。 
ル に 意識 を 向け が ち で す 。 し か し 、 描 き は じ め は 、 1 円 柱 と 球体 を 増やし 、 パ ー ツ を 細分 化し ます 。 
単純 な 形 の 塊 を 意識 し て 描く こと が 大 切 で す 。 木 : 枝分かれ を 描く と き は 、 左 右 対称 に 分 けず 、 先 の 
は 円 柱 ( 幹 ) と 球体 ( 葉 ) に 大 きく 分 ける こと が : ほう が 細く な る よう に 意識 する と よい で し ょ う 。 








ea | 還 


葉 を 球体 、 幹 を 円 柱 の 者 と し て 捉え 、 上 に 枝 と 葉 が 広がる 方 向 を 意識 し な が ら 、 円 柱 上 の 絵 は 、 立 方 体 の 組み 合わ せ ( 岩 や 山 ) と 、 
の る 球体 を 意識 し て 影 を 描き ます 。 と 球体 を 細分 化 。 左右 だ け で な く 、 手 前 や 円 柱 と 球体 の 組み 合わ せ ( 木 ) か ら で き て 
奥 に 伸び る 枝 も 忘れ ず に 描き まし ょ う 。 いま す 。 









風景 は 、 遠 景 、 中 景 、 近 景 と いう 三 段 階 に 距離 感 を 分 ける と 、 絵 と し て 捉え や すく な り ま す 。 

融 詩 は 際 影 を 追わ ず に 、 形 を ほぼ 塊 で 捉え 、 色 を 淡く 半 透 明 で 塗っ て いき ます 。 中 景 は 2 色 
程度 で 陰影 を つけ 、 木 の 幹 の 重なっ て いる 部 分 は 描き 込み を 省略 し て 描き ます 。 近 景 の 木 は 、 
球体 の 塊 を つく り 重 ね て いく こと で 、 葉 が 生い茂る 全体 の 立体 感 を 出し 、 細 部 で ある 葉 の 部 分 
は カス タム ブラ ン シ (P36 参照 ) で 描い て いき ます 。 

近 景 の 木 は 、 光 の 当たっ て いる 緑 、 光 の 当たっ て いな い 緑 、 光 が 照り 返し て いる 緑 (反射 光 ) 
と いう 色 を 描き 分 ける こと で 、 自 然 な 陰影 を つく る こと が で きま す 。 














' 





葉 の 塊 と 塊 の 障 間 に 枝 を 描く と 、 木 らし ぶ 見 ご の 作例 で は 本 が 
えま す 。 その た め に は 葉 で 隠れ た 幹 と 枝 も 想 主体 な の で 空 の 雲 
は 省略 し ます 。 


し て お く 必要 が あり ます 。 





三 段 階 の 棚 近 は 、 空 気 感 の 
デフ ォ ル メ と も いえ ます 。 


塊 ご と の 影 2 の 考え 方 








間 





思 ーー コ aaa で > と P ーー デー ーー ーー * = ョ Ha Pas つい 『 本 に こ テッ ネー ューーーーー トー - 1 。 
パー ツ を 細分 化し て 球体 が 増え て も 、 影 の つく 


真 上 に 近い 左側 に 太陽 (区 誠 ) を 設定 し て 、 影 の つき 方 を シミ ュ レ ー ト し て み ま し た 。 
方 向 や パラ ンス は 大 きい 球体 の と き と 同 様 で す 。 


ョ コ 医 と | EE ーー 
Photoshop で 下絵 を 描き ます 。 ーー* カス タム ブラ シン で 色 を 重ね な が ら 右 早 の 
木々 を 深い 色 で 塗り ます 。 











| 「 ら ーー ニ 
中 景 の 木々 の 光 が 当 た っ て いる 明る い 部 近 景 の 木 を 描き ます 。 レ イヤ ー を 邊 の 葉 の 
景 よ り 選 い め の 縁 で 準 り ます 。 分 を 塗り ます 。 塊 、 幹 と 枝 、 手 前 の 葉 の 塊 、 の 3 段 に 分 け 
て 描き ます 。 緑 の 明暗 差 を 強く する こと で 
中 景 と の 差 を つけ ます 。 
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円 形 ブ ラ シ で 中 景 の 木 の 幹 を 描き ます 。 色 は 2 色 選 択 し て カラ ー 表 現 の カラ ー コ ント ロー 
ラー を 「 方 向 ] に 設定 し て 、 廊 度 の 異な る 枝 に 明暗 が つく よう に し ます 。 
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近 景 の 木 の 手前 の 葉 に 「 ア ー テ ィ ス ト オ イ ル 」 で 軸 肖 を つけ ます 。 こ の と き 、 あ ら か じ め 作業 を Feinier に 移し 、 折 明 の の 秒 を る 
コ つく っ コ た レイ ヤー に 別 の レイ ヤー を つく り 濾 演 を 描き きま ます 。 はみ出 し は 気 に し ませ 上 ん 。 同 ら に 細か く 描 き 足 し ます 。 

様 に 奥 の 葉 の 者 と 木 の 幹 の レイ ヤー に も 濃淡 を 別 レ イヤ ー で つけ ます 。 濃淡 が 完成 し た ら 

Photoshop に 戻っ て 元 の レイヤー と クタ リッピ ング する が か 選択 範囲 で 侍 分 な 部 分 を 切り 落と 

し ます 。 
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幹部 分 の ディ テー ル を 描き 込み ます 。 幹 の 盗 地 部 分 の 草 の 形 状 を 整え 、 
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軽 に 照り 返し を 加え ます 。 








守 宮 Sm の 
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暗い 部 分 の 手前 に 
くる 明る い 葉 っ ぱ 
を し っ か り 描 く と 、 
より 立体 的 な 表現 
| に な り ま す 。 


陳 悪 下 下 下 型 陳 ! 








木 や 
川 の ある 







* 品目 | M 了 
Ite 映 
電 いい の 1] WT ルル 1 
ブン 5 





NM 9 人 0 【( 


P34 で 空 、P40 で 岩 、P44 で 木 と 、 個 別 の モ 
チー フ と し て 描い て きま し た が 、 そ れ ぞ れ を 構成 
し て より 具体 的 な 世界 観 を 絵 に し て み ま し ょ う 。 

今回 の 作例 で は 、 川 の 水 の 表 現 と 、 木 の 細部 を 
より 描き 込ん だ 表現 を 紹介 し ます 。 作画 の 設定 


画面 の 細部 を 描く 可 きき は 、 部 分 を 拡大 し て 画面 | 場所 : 川 が 流れ る 緑地 
を 見 て いま す 。 し か し 、 部 分 拡大 で 見 て いる と 全 | 季節 : 春 







体 に 対す る 描き 込み の 量 が わか ら す 、 一 部 分 だ け 
が 妙 に 描き 込ま れ て し まう こと も よく あり ます 。 
拡大 し た あと は 、 必 すず 画面 サイ ズ に 合わ せ て 全体 
を 見 る 疾 を つけ まし ょ う 。 


天気 : 晴れ 
時 記 : 正午 ころ 
光 の 方 向 : トッ プラ イト 
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7 苦 
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レイ ヤー 分 け の 基本 は 、 奥 か ら 手 前 の 順に 重なり 合う モチ ー フ を 分 ける こと で す 。 こ の 作例 で 
は 、 奥 か ら 空 、 奥 の 山 、 手 前 の 山 、 奥 の 林 、 地 面 と 川底 、 岩 、 写 り 込 み 、 奥 の 茂み 、 木 、 手 前 の 
成 み に 大 きく レイ ヤー を 分 け て いま す 。 そ し て 、 そ れ ぞ れ 分 けた レイ ヤー も 、 空 な ら 空 と 雲 、 木 
な ら 電 や 奥 の 葉 、 手 前 の 葉 な ど と いっ た よう に 、 パ ー ツ ご と に さら に レイ ヤー を 分 け て 描き まし た 。 

地面 と 川底 は 、 連 続 性 を も ね っ た パー ツ な の で 、1 つの レイ ヤー か ら 描 き 始 め て いま す 。 で 
1 枚 の 絵 と し て 描き あげ る こと が 望ま し い の で す が 、 ア ニメーション の 撮影 素材 と し て 使う 
は パー ツ ご と の レイ ヤー 分 けが 必須 と な り ま す 。 





稔 時 
と 


夫 水 面 の 反射 を 強調 する た ぬ め 、Painter を 
、 水 面 の 反射 を 同時 に 描き ます 。 


P44「 木 を 


ね て ディ テー ル を 描き 足し て い 埋 ます 。 





手前 は 川底 を 備 膜 気味 に 見 下ろ すこ と に な る の で 、 反 射 は 減り 川 
底 は 見 え や すく な り ま す 。 


や すく な り ま す 。 


務 初 か ら 未 が 透 け て 川底 が が 見え 人 る 部 人 


覗 っ て 水面 を 描き 込む だ け の レイ ヤー を 
別 フ ァイル で つく り ま ます 。 


画面 の 奥 に いく ほど 、 





ロロ 
キア 因 






パー ス が つま っ て くる の で 、 水 面 は 反射 し 


っ た 水面 の レイ ヤー 
Photoshon に 取り 込み 、 元 ブフ ァイル に 
重ね て 、 和 透明 度 を 下げ て 完成 させ ます 。 


輸 別 ファ イル で つく - 
訂 


w] 





5 証 是 inUc [WW 
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| 光 の 向き を 明 
la 確 に する た 
議 間 め 、 葉 の 中 を 

| 通る 光 の 影 を 
描き ます 。 奥 
一 の 葉 の レイ 
| ヤー を コピ ー 

て 、 影 の 中 
の 部 分 を 斜め 
に の タッチ で 挿 
き 足し て いき ます 。 余 め の タ ッ チ で 影 を 入れ る こと で 光 の 向き が 
前 の 木 と 奥 の 茂 み を 、 陰 影 を つけ な が ら 下 水 り し て いき ます , 明確 に な り ま す 。 





や ⑥ で = 
ビー し た レイ 
ヤー に 描き 足 
し た 隙 影 を 
元 レ イヤ ー の 
形 に マス ケタ で 
切り 取り 、 は 





み 出 し た 部 分 

」 アト ku 本 坦 較 を 削除 し ま 

手前 の 葉 の レイ ヤー を コピ ー し て 、 手 前 の 葉 を さら に 描き 込み ま EE 半 に ちち と た : 

す 。 典 か ら 手 前 に か ぶさ っ て 下 に 垂れ て いる 構造 な の で 、 下 向き 使え ば 最初 の フォ ルム に 戻せ る の で 、 タ ッ チ に 勢い を つけ て 描き 
に タッ チ を 入れ て いき ます , ます 。 


了 暗 影 を つけ た ペー ス に 
の 幹 の レイ ヤー を コ | 壮 
ピー し て 、 コ ピー し ー 
た レイ ヤギ ー の 明る さき 
を 少し 暗く し ます 。 
コピ ー し た レイ ヤギ ー 
に 幹 の 模様 を 描き ま 
す 。 ご うし て 用 意 し 
た 影 色 の 幹 の レイ 

ヤー に 、 伴 面 遇 の レ 
イヤ ー マ ス クタ を 適用 
し た の ち マ スタ に 直 
MM 

こし て 影 の フォ ルム 
を 描き ます 





木 の 幹 の 際 影 を さら に 描き 足し て 
いき ます 。 林 の 幹 の ディ テー ル を 
描き 足し て か ら 、 際 影 を 描き 足す 
方 法 も あり ます が 、 今 回 は 際 影 を 
先 に 描き 、 陰影 に 合わ せ て 幹 の 
ディ テー ル を 描き 足す と いう 方 法 


で 搬 寺 まし た 








それ で は いよ いよ 本 格 的 な 雲 を 描い て み ま し ょ 
う 。 先 ず は 夏 の 入道 寺 (積乱雲 ) か ら で す 。 赤 首 
近く の 南国 の 海 で は 、 真 っ 青 な 海 と 縦 に 伸び る 発 
達し た 積 乱 桂 を よく 見 る こと が で きま す 。 

主役 の 積乱雲 と 脇役 の 巻 雲 と 積 雲 を 描き 分 ける 
こと が 大 切 で す 。 積乱雲 は 、 低 い 空 に 発生 し た 低 
気圧 が 上 昇 気流 に よっ て 上 層 ま で 発達 し た 雲 で 
す 。 気流 が 安定 し て いる モク モク と し た 部 分 と 、 
上 昇 し て 流れ る 部 分 を 組み 合わ せま す 。 高度 の 高 
い 巻 雲 は 、 距 離 が 遠い た め 明度 を 下げ 暗め に 、 策 
乱雲 と 同じ 高度 の 積 雲 は 積乱雲 と 同じ 明る さ で 描 
きま し た 。 巻 雲 は 、 す じ を 気流 の 流れ に 合わ せ て 
描く と 、 リ アリ ティ を 出す こと が で きま す 。 


※ 守 の 種 題 と 独 称 に つい て は 、Pr2 を 参照 し て くだ さい 。 
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じ ま う 3。 











アニ メー ショ ン に お ける 背景 で は 、 現 実 の 色 味 より 記憶 色 の ほう が 大 切 に な り ま す 。 
記憶 色 と は 、 人 の 記憶 に 残っ て いて 「 〇 〇 は こう いう 色 ] と イメ ー ジ され る 色 で す 。 記 
憶 色 で 描く こと で 実際 の 色 で 描く こと より 、 ド ラマ チッ ク な 印象 に な り ま す 。 

南国 の 青空 は 写真 の 色 よ り も 彩 度 を 上 げた 青色 で 描く こと で 、 南 国 ら し い 深い 青色 が 
表現 で きま す 。 ス ポイ ト ツ ー ル を 使っ て 写真 の 色 を その まま 使っ て し まう と 、 写 真 の よ 
うに な っ て し まい 、 ア ニ メ メ ーション の 表現 か ら 離 れ て し まう の で 避け た ほう が よい で 
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作画 の 設定 


| 場所 : 赤道 に 近い 南国 の 島 
| 気 候 : 熱帯 
| 天気 選 晴 
時 刻 : 正午 ご ろ 
| 光 の 方 向 : トッ プラ イト 














noa ーー 

er で = me こ ーー 

kc 1 が 1 = en 、。 ーー 

4 * 
と で も まい うこ ーッ 本 - 


f ュ 『 


キ 
まこ 


し 
まず 時 





















筆 さ ば き で 
気流 の 流れ を 描く 






最上 部 は 上 昇 し 散っ て 消え る 


お む 





積乱雲 の 一 番 上 の 部 分 は 、 上 昇 し て すじ に な っ て 
散っ て いき ます 。 こ の と きも 、 左 か ら 右 へ 設定 し 
た 気 注 が 流れ て いる よう に 描き ます 。 


左 か ら 右 に 気流 が 流れ て いる 設定 で す 。 積 乱 寺 を 。_ 1」_ 
描く と き は 必ず 、 気 流 や 風 の 向き を 意識 し て 描き | 較 計 
まし まう 。 


積 圭 
気流 が 上 昇 に 『 幼稚 く | 下 計 3 2 


% 浪 が 安定 し て いる 
場所 を 指 く 





ーー 





気流 が 安定 し て いる 場所 は 周り の 空気 が 影響 し な い の 








気流 が 下 か ら 上 へ と 伸び て いき ます 。 影 面 の 色 を で 、 雲 は モク モク と 発達 し ます 。「 不 月 明度 」 や ブラ シッ ツー 
て いね い に 描 く こ と で 、 ボ リュ ー ム 感 を 出し ます 。 ル の 「 硬 さき] を 調節 し 、 重 ね な が ら 描 き 進め ます 。 





Eee 


海 の 色 は 、 












浅い 部 財 は 洪 く 、 











= お っ Tr お 
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深い 部 分 に な る ほど 濃く な り ま す 。 グ ラ デ ー シ ョ ン の 部 分 と 、 波 打っ て いる 部 分 を 描き ます 。 の ⑪ 





白い 波頭 に は 、 雲 の 色 が 映り 込み 
0 = に 楽 す 。 プラ ン ザ ゾー ル で パテ イト 
ea | を 入れ る よう に 、 濾 頭 を 描き ます 。 


F 
〒 。 


em 
- 








HI ロ U と 介 





下 編 を 基 に 主 線 を 描 
寺 ます 。 





ニー] 圭 を 大 きく 光 の 面 と 


ュー キー ニーー = 影 の 面 に 分 け 、 全 体 
ai ー の 印象 を 見 ます 。 











空 の 色 は 一 番 暗い 部 分 の 青 で 塗り ます 。 一 番 暗い 部 分 を 基準 に し て 、 
グラ デー ショ ン を つく り ま す 。 海 は 空 の 色 を 使っ て ダラ デー ショ ン 
を つく り ま し た 。 





ブラ シ ツ ー ル を 使い 分 け な が ら 、 白 で 雲 の 輪郭 部 分 を 描き ま 


す 。 


雲 の 明 る い 部 分 と 暗い 部 分 の 中 間 の 色 で 、 影 面 に 色 を つけ ま 


す 。 こ の 時 点 で は 、 白 と 影 面 の 色 2 色 の み で 描い て いま す 。 





寺 の 形状 に 合わ せ て 、 ブ ラ シ の シェ イプ や 硬 さ 、 不 透明 度 を 選び まし ょ う 。 


二 で 使っ た 中 間 色 を 基準 に し 
て 、 明 る い 色 と 暗い 色 を つく 
日 友 が ら 、 下 部 は モタ モタ と 
し た ボリ ュー ム 感 を 、 上 部 へ 
いく ほど 流れ て いく 様 を 描き | 
ます 。 主役 の 積 乱 寺 は ポリ ュー 
ム 感 を 出し て 、 細 部 を 描き 込 
め は ば 完成 で す 。 





較 コ ド エ LT 還 還 中 ゴ =ー や しさ ギー ロロ 間 呈 呈 ゴマ エ 和 本 ビュ キー 還 ローFPSrmW summ | 男 想 * mw*| 重 員 | 画 * 吾 * 還 = 
トー ーー エーーー ーー ニー = San: 人 ーー ピー っ ーーー ーー テテ ーー ーー 
| 王寺 凍 生 。 mm - 貞 時 回 

| 三 ー 





。 D 加 


脇役 の 巻 雲 と 小さ な 積 


| 雲 を それ ぞ れ 別 レ イ 


| 部 に 蘭 置 する 巻 雲 は 大 


く な る の で 暗く 、 下 層 
部 に 位置 する 積 雲 は 近 
く な る の で 明る く 描 き 


| 分 け ま す 。 完成 作品 は 、 
| 雲 の レ イヤ ー を 手前 か 


ら 主 役 の 積乱雲 、 小 き 
な 積 雲 、 巻 雲 の 順 番 で 


| 重ね た も の で す 。 





+ 選 OLUMN 





了 w 源 の 種類 で 色 の 見 え 方 が 変わ っ て きま す 。 日 中 の 光 
)\ も の が 白く 見 えま す が 、 夕 方 や 電球 で は 全体 的 に 赤色 が 、 

は 色 が が ぶり ます 。 実際 抽 く と 
わる の か を 想定 し な が ら 、 色 を つく っ て 描き 進め まし ょ う 。 





電球 


雪 光 灯 太陽 光 タタ 日 月 明か り 
ーー @  / 萌 る 有 





上 





白 、 赤 、 緑 、 青 、 黒 の 色 が 、 光源 に よっ て どの よう に 変化 する か 、 視 覚 化 し まし た 。 
同じ 光 洒 で も 色 の 変化 の 仕方 が よく わか り ま す 。 太 陽光 を 基準 に 外側 へ 向かう 
変化 を 見 て み ま し ょ う 。 赤 や 緑 は 最初 う ち は 変 化 が 少な い の に 比べ 、 青 は 最 
月 か ら 光 輝 の 色 に | \ ま す 。 








影響 され て 








(太陽 区) 
月 明か りや 蛍光 灯 で 
ざさ は 、 光 源 に よっ て モチ ー フ の 色 が どの よう に 人 変 


それ ぞ れ の 光源 の 色 
ご と に 調整 レイ ヤー 
を つく り 、P48 の 
作例 に 重ね まし た 。, 
通常 の 作画 で は 、 最 
補 か ら 光 泊 に 影響 き 
れ た 色 を 塗り 、 最 後 
の 微 調整 で 調整 レイ 
ー を 覗い ます 。 


調整 レ レイ ヤー の うく り 方 


ま 調整 レイ ヤー 


は 元 の 
画 像 の レイ ヤー を 変 
ぇ え ず に 色調 や コン ト 
ラス ト を 変え る こと 
が で きま す 。 レ イヤ ギー 
パレ ッ ト の 上 ト に ある 
( 白黒 の ) め を クリ ッ 
クウ し て 使い た い 調 整 
の 項目 を 選び ます 。 
元 の 画像 に 変化 を 与 
えな い の で 元 に 戻る 
こと が で きま す が 、 
調整 レイ ヤー を 重ね 
た 画 懐 は 重ね る ほど 
に 劣化 し て いく の で 
注意 が 必要 で す 。 


Lhan「gt 





一 日 の 

き 帳 に よる 

( 人 
茜色 に 染まる 朝 、 赤 か ら 青 の グラ デー ショ ン が 美しい 夕刻 、 月 明か り 
に 照ら され 青白 く 光 る 夜 ……。 空 と 雲 の 色 は 、 太 陽 の 動き に 合わ せ て 


刻々 と 変化 し て いき ます 。 こ こ で は 、 時 間 に よ る 空 と 雲 の 表 現 の 違い 
を 紹介 し ます 。 


| | ロロ ] 


日 の 出 の 光 は 、 刻 々 と 空 や 雲 の 色 を 美しく 変化 
させ て いき ます 。 晴 れ た 日 で は 、 日 の 出 か ら 40 
分 前 くら い に な る と 、 東 の 空 の 地平 線上 が 少し ず 
つ 群 青色 か ら 赤 紫 や 茜色 に 染まり 始め ます 。 さら 
に 日 の 出 か ら 15 一 20 分 前 に な る と 、 上 層 の 雲 
に 太陽 光 が 当 た り 始 め 、 雲 は 鮮やか な 茜色 や オレ 
ンジ 色 に 染まり ます 。 そ し て 日 の 出 の 時 刻 に な る 
と 、 地平 線 付近 の 雲 は 、 まぶし く 輝 き 出す の で す 。 

今回 の 作例 は 、 森 の 上 に 浮か ぶ 大 き な 雲 が 主役 
で す 。 そ の 雲 を 美しく 染め る こと が 、 朝 焼け を 失 
く 醍 醐 味 と いっ て も よい で し ょ う 。 





日 の 出 の 光 は 、 刻 々 と 空 や 雲 の 色 を 美しく 変化 
させ て いき ます 。 晴れ た 日 で は 、 ーー 
分 前 くら い に な る と 、 東 の 空 の 地平 線上 が 少し 
2 が 
に 日 の 出 か ら 15 一 20 分 前 に な る と 、 上 層 の 雲 
に 太陽 光 が 当 た り 始 め 、 雲 は 鮮やか な 茜色 や オレ 
ンジ 色 に 染まり ます 。 そ し て 日 の 出 の 時 刻 に な る 
と 、 地平 線 付近 の 雲 は 、 まぶし く 輝 き 出 す の で す 。 

今回 の 作例 は 、 森 の 上 に 浮か ぶ 大 き な 雲 が 主役 
で す 。 そ の 雲 を 美しく 染め る こと が 、 朝 焼け を 描 
く 醍醐 味 と いっ て も よい で し ょ う 。 


に に こ 
計 
に 


加 





: 日 の 出 








の 方 向 : 左側 か ら の サイ 区 


朝焼け が で きる 時 間 帯 の 光 は 、 横 か ら 差 し 込む た め 光 と 影 の コン トラ スト が 強く な る 
こと が 特徴 に な り ま す 。 そ の た め 、 雲 の 光 が 当 た っ て いる 明る い 面 か ら 影 面 ま で の グラ 
デー ショ ン の 変化 の 幅 を 大 きく つく り 、 朝 の 光 を 表現 し まし た 。 今回 の 作例 で は 、 そ の 
グラ デー ショ ン の 変 化 を 、 い か に 自然 に 繋げ けら れる か が 大 切な ポイ ント に な り ま し た 。 

雲 の 明 る い 面 に は 黄色 や オレ ンジ の 暖色 系 を 配色 し 、 影 側 は 紫 系 で 落と し て いま す 。 
これ は 西 の 空 は まだ 暗い 青 系 な の で 、 そ の 光 の 影響 で 雲 が 青く 照ら され る た めで す 。 中 
間 に オ レン ジ を 挟む こと で 黄色 系 と 青 系 を 濁 ら せ ず 自然 に 繋ぐ こと が で きま す 。 





川上 | 























主役 の 積 寺 と 同じ 高度 に 位置 する 手前 の 層 積 雲 は 明る く 、 奥 に あ 
る 高度 の 高い 巻 圭 は 暗く 描き 分 ける こと で 遠近 盛 を 表現 し まし た 。 





lb 洛 


光 が 当 た っ て いる 部 分 で も 、100% の 白 は 使い ませ ん 。 今回 は 自 
に 近い 、 淡 い 蓄 色 で 描き まし た 。P 明 る い 部 分 の 白 に 近い 蓄 色 と 影 
面 の 紫 の 境界 部 分 に オレ ンジ 色 を 挟み 込み 、 自 然 な ダラ デー ショ 
デ 電 つく で 和 け 主 じじ た 。 





朝日 が 昇り つつ ある る 左側 の 空 に 対し 、 
右側 の 空 は まだ 明け きれ て いな いた 和 め 、 
青み が か な り 茅 っ て いま す 。 積 雲 ゆー 
番 暗 い 部 分 は 、 右 側 の 青い 空 の 色 が 反 
射 し て いる た め 、 空 で 使っ た 選 い 青 で 
描き まし た 。 


手前 に 本 六 を 入れ る こと で 、 ス か ケー ル 司 き 
表現 する だ け で な く 、 画 面 に 締まり を 出し ま 
す 。 日の出 上 直後 な の で 高い 位置 に ある 圭 に 
は 光 が 当 た っ て いま す が 、 下 の 位置 に ある 
森 に まで は 光 は 当たっ で いま せん 。 そ 馳 た 
め 、 木 々 を 低い コン トラ スト で 描き まし た 。 





| oes | | 





左 方 向 か ら 太陽 が 昇る た め 、 堪 から 右 へ と 楠 方 向 の 
明暗 の ダラ デー ショ ン を つく り ま す 。 同時 に 地平 線 

か ら 篠 々 に 赤 用 
が 増す た 防 、 終 
タ 向 の クラ デー | 
ショ ン を きつ くり 
まし た 。 人 の を 
| 
色 の シル エッ ト 
で 青 現 し ます 。 


信 軸 


体 の ボリューム 感 を 出し ます 。 


| 
| 





(3 Bs ー 番 暗く な る 影 の 面 に は 空 の 色 が 反射 で 映り 込む の 
虹 記 放 で 後ろ に ある 空 の 色 を 使い まし た 。 明 る い 面 に は 、 


OE 
影 の 色 で 使っ た 


還 議 較 人 ※ を 使っ て 凹凸 
6 指し ます 。| 

















白 に 近い 溢 い 次 色 で も っ と も 明る い ハ イラ イト 部 分 | | 5 
を 描き 足し ます 。 


6 回 














層 積 雲 は 、 雲 が 薄い 部 分 が あり ます 。 og 1 
を 区 が 表 過 し て いる よう な 表現 に する で と で 、 雲 の 
厚み で 光 を 通さ 
な い 主 役 の 積 雲 
と の 差別 化 を 図 
まし た 。 | 





を 調節 し な が 








最初 に 閉 っ た オレ ンジ を 欧 し な が ら 。 
黄色 で 描き 足し ます 。 黄色 と 紫 で は コン トラ スト の 

本 差 が 大 きい の で 、 
| その 差 を 埋め る 





雲 は 、 手前 の 居 策 寺 、 主役 の 策 寺 奥 の 巻 辻 と レイ ヤー 
EE NT 主役 の 積 雲 は 

| ボリューム 感 を 
較 較 較 大 切 に 描き まし 








主役 の 積 雲 を 光 と 影 の 2 色 で 際 影 を つけ 、 最 初 に 全 
この と きか ら 、 


サラ 
デー ショ ン は 黄 
色 一 オレ ンジ ー 
紫 一 青 と 色 を 設 
定 し で いい 東 す 。 
最初 の 2 色 は 、 
光 が 当 た っ て い 
る 部 分 を 中 間 色 
の オレ ンジ 、 影 
の 部 全 を 藤 で 描 
きま し た 。 


明る い 部 分 を 


た め に 中 間 色 と 
し て オレ ンジ を 
設定 し まし た 。 
怖 色 を 繋げ ける と 
き は 、 間 に 挟み 
込む 色 の 設定 が 
大 切 に な り ま す 。 





た 。 


古 の 巻 細 は ブラ シ ツ ー ル の 「 不 透明 度 ] と 「 シェイプ 
ら 、 薄く 描 きま し た 。 


完成 作品 は 、 雲 
の レイ ヤー を 手 
前 に 詳 積 雲 、 主 
役 の 積 雲 、 奥 に 
励 雲 と 、 重 ね た 
も の で す 。 


十 





ロ am ーー 電 . sr 地 
ピロ -% 本 時 Fa ご 寺 守 し すこ ェ =W ュー 
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光 が 当 た る 方 向 に よっ て 、 影 の つき 方 が 変わ り 、 
見 る 人 の 印象 に 大 きく 影響 を 与え ます 。 そ の た め 
光 の 方 向 を 決定 づけ る こと は 重要 に な り ま す 。 

今回 の 作例 は 逆光 の た め 、 そ の 設定 が より 映え 
る よう に 、 太 陽 を 中 心 に 配置 し まし た 。 雲 が 逆光 
に な る た め 、 直 接 光 が 当たっ て いる 高い 雲 と 、 光 
が 透け て いる 低い 雲 の 描き 分 けが 必要 に な り ま す 。 

高度 の 違い で 雲 の 厚 さ は 変わ っ て くる の で 、 光 
の 透け 具合 も 変わ り ま す 。 光 が 透け た 雲 は 、 輝 い 
て 明る く 、 雲 が 分 厚い 部 分 は 影 に な り ま す 。 そし て 、 
影 と 影 と の 間 は 自然 と 光 の 筋 が で きま す 。 


| 」 作画 の 設定 


| 場所 海辺 





季節 : 夏 


天気 : 晴れ 





| 靖 : 王 が 光 6 15 分 前 


ii ml 


| 光 の 方 向 : 逆 















川 、ー 

RT 

BE 用 で 
* * 4 K に 


逆光 の 雲 を 描く ポイ ント は 、 影 の 部 分 は 描き 込ま ず 、 明 る い 部 分 の ディ テー ル を て い 
ね い に 描 き 込 むこ と で す 。 影 の 部 分 は フラ ッ ト に 描き 、 シ ル エ ッ ト で 表現 する 程度 に 描 
き 込み を 抑え ます が 、 シ ル エ ッ ト の アウ トラ イン と 明る い 部 分 の 際 の 処理 は て いね い に 
行い まし ょ う 。 描 き 込む 部 分 と 描き 込ま な い 部 分 の メリ ハリ を つけ る こと が 大 切 で す 。 

逆光 を 描く と き に 難し い の は 、 雲 が 薄く 半 透 明 に な っ て いる 部 分 の 光 の 表現 で す 。 沙 
い 雲 は 水蒸気 の 粒 の 固まり な の で 、 光 が 1 個 1 個 反射 し ます 。 雲 が 薄く な る ほど 、 反 
射 し て 光源 と 同じ よう に 光っ て 見 える の で 、 痛 景 の 空 よ り 明 る く 表 現し ます 。 










4。。 衣 白 を 一 直線 に 描く だ け で は 光 の 筋 に な り ま せん 。 光 を 描く 方 法 は 

モコ 半 直さ 二 『 中 キ 。 1 7 Ts 相 > - 志 っ 
高度 の 四 し H で 雲 の 厚 さも 講 わ つて 書 ま す 。 低い 層 積 雲 は 厚い 部 分 RA me 1 和 
と 薄い 部 分 が ある た め 、 光 が 透け た 部 分 は 輝い て 明る く な り 、 分 。『 「 RON 
厚い 部 分 は 光 を 通さ ず に 影 に な り ま す 。 [ 





主役 は 空 と 雲 な の で 、 脇 役 の 海 の 描き 込み は 押え まし た 。 最 低 限 
の 太陽 の 反射 を 描き 、 残 り の 部 分 は 雲 が 落と す 影 を 描き まし た 。 


太陽 を 中 心 に 、 色 を 明る い 部 分 の 黄色 か ら 、 暗 い 部 分 の 紫 へ と グラ デー ショ ン を つく り ま す 。 そ の グラ デー ショ ン に 


合わ せ て 、 放 射線 上 に 
蛋 び る 光 の 筋 の 色 も 変化 させ ます 。 


HB5 | | 









源 で ある 太陽 を 描く 


還 還 還 還 還 還 還 証 還 還 間 還 還 太陽 を 中 心 に 空 に グラ デー ショ ン を つけ ま 

| す 。 別 の レイ ヤー で 手前 に ある 雲 を 描き ま 
し た 。 太陽 の 色 は 100% の 白 で は な く 、 微 
氷 に 暖色 系 の 色 が の っ て いま す 。 


l 太陽 に 近い 奥 の 雲 の 影 は 弱く 、 太 陽 か ら 遠 
く 手 前 の 影 は 強く 描く こと で 、 右 近 感 と 寺 
の 厚 さ を 表 現し て いま す 。 太陽 の 部 分 は 松 
と 同じ 状態 で 、 太 陽 の 周り に ある 雲 の 部 分 
の 影 を 描く こと で 太陽 が 輝き 始め ます 。 


還 還 王 主 王 衣 太陽 の 光 が 下 か ら 差し 込ん で いる た め 、 影 
の 下 に 回 り 込 ん だ 光 が 当 た っ て いる 明る い 
部 分 を 描き 足し まし た 。 ま た 、 キ ラキ ラ と 
l 反射 する 海 の 水面 を 描き 込み ます 。 太陽 の 
| 部 分 は 血 と 同じ 状態 で 、 周 囲 の 雲 の 影 を 描 
| き 込む こと で 、 太 陽 が さら に 輝き 始め ます 。 





_ | 太陽 と 周囲 の 空 を な じ ま せ ます 。 太陽 は 守 
が な いと 、 光 っ て 見 せる こと が 難し い モ チー 
フ で す 。 太陽 の 輪郭 は 消え て し まい まし た 
が 、 雲 の 影 や 雲 の 間 か ら 差 し 込む 光 を 描き 
| 込み 、 太 陽 の 存在 を 表現 し て いま す 。 


| | 合 で は 水面 の 反射 を 描き 込み すぎ て し まっ 

た たため 、 主 役 の 空 と 黒 よ り 海 が 目立っ て し 

| まい まし た 。 主役 は あく まで 空 と 雲 な の で 、 

光 の 筋 を 強調 し て 描き 込み 、 海 の の 反射 の の 描 
| き 込 み を 抑え まし た 。 





遂 くに ある も の ほど 、 上 見 る 人 と の 間 に あ る 空気 の 層 が 厚く な る た ゆめ 、 ば ぼやけ て 見 えま 


間 寺 貞 時 コ 


を 明る く 省 略し て 描く こと を 空気 遠近 法 と いい ます (P71 

地球 は 丸い た め 、 真 上 の 空 よ り 地 平 線 に 近い 空 の ほう が : 

地平 線 に 近い 空 を 明る く 表 現す る こと で 、 和 専行 き 感 を 表現 し まし た 。 

また 、 温 度 の 高い 夜 う 設定 な の で 、 水 面 近 くに は も や が 発生 し て いま す 。 も や は 
プリ ズム の 役割 を 果 た を 拡散 させ る の で 、 町 の 明か り を に じ ま せ て 表現 し て いま す , 


す 。 どこ の 区 果 を 利用 し て 、 近 いも の ほど 濃く し っ か り と 描き 込み 、 遠 く の も の ほど 色調 
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この 作例 の 主役 は 、 月 明か り で す 。 | 海辺 の 町 」 
と いう 海面 が ある 場面 を 設定 し た の は 、 月 明か り 
を 印象 的 に 描き た か っ た か ら で す 。 海面 に 映り 込 [ 
む 月 明か り を 描く こと で 、 絵 全体 を ドラ マチ ッ ク で 生 
に 表現 する こと が で きま す 。 pe 
の ' 満月 前 後 の 明 る い 月 で は 、 月 の 周り に 「 月 時 | 

| 気 條 湿気 を 含ん だ 空気 と いう 虹 に も 似 た 光 の 輪 が 見 えま す 。 こ の 現象 は 、 

| 天気: 晴れ 月 が 透け て 見 える ほど の 層 の 薄い 巻 層雲 が 月 の 周 

| 月 倫 : 満 有 ーー り に 発生 する と 、 巻 層雲 が プリ ズム の よう な 役割 

| の 方 向 : 逆光 を 果たし 、 輪 を 出現 させ ます 。 月 雷 を 描く こと で 、 

』 月 の 明る さ を よ り 一 層 引 き 立 て まし た 。 
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月 の 光 は 巻 層雲 で 光 が 拡散 する た め 、 月 の 輪郭 を に じ ま せ て 表現 黄 緑 系 の 青 、 緑 系 の 青 、 群 青色 な ど 、 さ ま ざ ま な 色 味 の 青 で 雲 を 提 
し まし た 。 月 電 は リン グ の 外 側 と 内 倒 で ぼけ 具合 が 傘 な る の で 、 き 、 描 き 込 み の 密度 を 上 げ て 見 る 人 の 視線 を 見 どこ ろ へ と 誘導 し て 
まず 少し ぼけ た 正 円 を つく り 、 そ れ よ り 直 径 と ぼけ 具合 の 小さ い いま す 

消し ゴム ツー ル で 内 側 を 消す 手順 で 描い て いま す 。 





海 を 描く と き は 、 空 の 色 を ペー ス に 海 の 
色 を 設定 し まし ょ う 。 今回 の 作例 で は 、 
青 緑 系 を 基調 と し た の 空 の 色 を ペー ス 
に 、 空 と 差別 化 を 図る た め 青 みみ を 端 め て 
M 事 守 。 





青 縁 系 の 月 明か り と 対比 させ る た め に 、 人 工 光 の ナトリウム 果 を 描き 込み まし た 。 画面 に オ 
レン ジ 系 の 色 味 が 入る こと で 、 青 の 世界 が より 引き 喜 ち ます 。 


Sa 





空気 通 近 法 に より 、 


地平線 に 


近い 空 ほ ど 明 る く 表 現し ます 。 


光っ て いる も の 
描く と き は 、 光 が 当 た 


分 の 明暗 差 を 意識 し な が 
分 け ま す 。 


(月 や 太陽 」 を 
っ て いる る 
部 分 と 、 影 で 暗く な っ て いる 部 


ら 塗 り 


WP 空気 遠近 ) 


地球 は 丸い た め 、 地平 線 に 近い 空 ほど 


距離 が 遠く な り 、 
す 。 


大 気 の 層 は 厚く な り ま 


逆光 は 手前 側 に 影 が で きる た 
め 、 陸 地 と 手前 の 水面 を 明度 の 
低い 色 で 塗り ます 。 零 や 水面 に 
月 明か り を 描き 込む こと で 明度 
交 が 生ま れ 、 月 が 発光 し て いる 
よう に 見 えて 者 ます 。 


空気 遠近 法 と は 、 大 気 の 性 質 を 利用 し た 
描画 技法 で す 。 特徴 は 、 遠 い 景 色 ほ ど 


月 量 や 町 明か り の 明る き を 、 画 
面 全体 の 明度 差 の パラ ンス を 
見 な が ら 描 き 込 み ま す 。1 回 で 
描こ うと する と 、 明 度 差 の バラ 
ンス が 棚 れ や すく な り ま す 。 づ ブ 
ラ シ ツ ー ル の 「 不 透明 度 ] を 下 
け 、 少 し ずつ 描き 足し て 明度 差 
を 調整 し まし ょ う 。 


空 の 色 に 近づく た め 青 み を 壮 び 、 明 る い 


色調 へ と 変化 し ます 。 





モメ トー シ で 表現 する と 、 ピ 明度 
差 は わか りや すく な り ま す 。 明 
度 差 が わか ら な く な っ た ら 、「 イ 
メー ジ 」 一 | モー ド 」 一 「 グ 
レー スケール] を 選び 、 モ ノッ トー 
し て 確認 する と よい で し ょ 





遠く に いく ほど 大 気 (空気 の 層 ) の 厚 さ 
が 厚く な る た め 、 ぽ や け て 見 えま す 。 





雲 の 種類 と 名 称 


雲 は 発生 する 高度 と 形 に よっ て 分 類 さ れ て いま す 。 世 界 気象 機関 発行 の | 国際 雲 
図 帳 ] で は 、 雲 の 種類 を 10 種類 に 分 け 、 そ の 種類 を 10 種 雲 形 と 呼ん で いま す 。 


高度 に よる 分 類 


13000m 






せき ら た うん 





上 層 (地上 か ら 約 6000m 以上 ) 

1 巻 寺 : カー ル し て いる 形状 が 特徴 で 、「 す じ 雲 ] と も 呼ば れ て いま す 。 

2 巻 積 寺 : 高い 位置 に 発生 する 小さ な 雲 の 集 合体 で 、「 い わし 雲 ] 「 う ろ こ 雲 ] と も 呼ば れ て いま す 。 
3 巻 層雲 : 雲 の 層 は 薄く 、 空 一 面 を 覆っ て いま す 。「 う す 雲 ] と も 呼ば れ て いま す 。 


中 層 (地上 か ら 約 2000 6000m) 

4 高 積 寺 : 巻 積 雲 よ り 低い 位置 に 発生 し 、 塊 の 大 き さ も 巻 積 圭 より ボリ ュー ム が あり ます 。「 ひ つじ 雲 」 「 む 
ae ら 雲 ] と も 呼ば れ て いま す 。 

高層 寺 ・ 空 全体 を 覆う よう に 発生 し 、 空 が や や 暗く な ょ り ま す 。 「 お ぼろ 雲 と も 呼ば れ て いま す 。 


$ 乱 飛 村 : 低い と ころ に 発生 し 、 暗 い 色 が 特徴 で す 。 [雨雲 「 寺 要 」 と も 呼ば れ て いま す 。 


下層 (地上 か ら 約 2000m 以下 ) 


7 必 積 寺 低い 位置 に 発生 し ます 。 丸 い 塊 に な る こと が 特徴 の 雲 で す 。 
8 層 寺 10 種類 の 中 で も っ と も 低い 位置 に 浮か ん で いま す 。「 吉 雲 ] と も 呼ば れ て いま す 。 
⑨ 積 雲 : モク モク と し た 形状 が 特徴 で 「 わ た 雲 ] と も 呼ば れ て いま す 。 塊 の 高 さ が 1000m を 超え る も の 
、 を 「 座 大 積 圭 ] と 呼び ます 。 
積乱雲 : 低い 位置 か ら 高い 位置 まで 伸び て いる 形状 が 特徴 で す 。 雨 を 降ら せ た り 、 雷 を 発生 させ た り レ し 
ます 。「 入 道 雲 ] に は 、 積 乱雲 と 雄大 積 雲 の 2 種類 が あり ます 。 











ーー ー 








則 季 の 移り 変わ り を 
和 李 婦 を 表現 する と き 、 登 場 人 物 の 服装 や 咲い て いる 植物 だ け で な く 、 
春 直 、 入 道 雲 、 う ろ こ 雲 、 雪 雲 な ど と いっ た 空 の ぬけ 具合 や 雲 の 形状 


を 捕 く こと で 表現 で きま す 。 こ こ で は 、 季 節 の 特徴 を 捉え た 空 と 雲 の 
描き 方 を 紹介 し ます 。 





この 作例 は 、 桜 の ピン ク 、 葉 の 花 の 黄色 と 緑 、 
空 の 青 と いう 、 三 原色 の 要素 が すべ て 入っ て いま 
す 。 三原 色 の 組み 合わ せ は バラ ンス が よく 、 観 光 
ポス ター で も 桜 、 葉 の 花 、 青 空 は よく 使わ れ ま す 。 
春の 空 は 、 春 霞 と いう 言葉 が ある くら い 霞 ん で 
いる 日 が 多く 、 実 際 は 作例 の よう な 青空 の 日 は あ 
まり あり ませ ん 。 し か し 、 桜 の 色 を 引き 立て る た 
め に 、 わ さと 鮮やか で 江 い 青 に 描き まし た 。 

また 、 桜 と 空 の 色 の コン トラ スト を 出す た め に 、 
婁 と 桜 が 重 な ら な いよ うに 雲 を 画面 の 下 の ほ うに 
配置 し て いま す 。 

















| 時 刻 : 午前 中 

















光 の 方 向 : 右 か ら の 半 逆 光 




















本 桜 は 多く の 作品 で 保 徴 的 に 使わ れる こと が 多い だ け に 、 描 く と き に 注意 が 必要 で す 。 
= ァ な ぜ な ら 桜 の 花 は 、 演 出家 に よっ て イメ ー ジ が か な り 異 な り 、 白 っ ぽい 桜 を イメ ー ジ し て 
し 1 暗 Sh まい 桜 を イメ ー ジ し て いる 人 と に 、 は っ きり 分 か れ て いる か ら で す 。 そ の 
he 最初 の 打ち 合わ せ の と き に 必ず 、 喧 出 家 の 具体 的 な イ メー ジ を 聞く よう に し て いま す 。 
| り ) 5 描く ポイ ント は 、 花 を 塊 で 捉え て 描く こ と で す 。 通常 の 木 も 葉 を 塊 で 捉え て 描き 
W | 生 ます が 、 葉 っ ぱ の 塊 は ツン ツン と し た シャ ー プ な 形 の 集合 体 で ある の に 比べ 、 桜 の 塊 は 
4| “/ ポテ ポテ と し た 球体 の 集合 体 で ある と いう 違い が あり ます 。 ま た 桜の 幹 に も 特徴 が あり 、 
2 人 、 寺 を うねっ た 感じ で ボコ ボコ させ て 描き 、 斜 め に タッ チ を 入れ る と 桜 ら し く な り ま す 。 











ご きこ ご 桜 を 塊 と し て 捉え る 


Te ーー 


ーー 


」 
ーー 
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| の | 桜 は 、 小 さ な 球 の 集合 体 の 塊 と し て 捉え て 描き ます 。 ま ず 、 大 き 








岬 本 に _ 証 上 な 埋 を 描い て か ら 、 細 部 を 描き 込ん を で いき ます 
桜の 花 の 色 を 目立た せ た か っ た の で 、 雲 は 桜 と 重 な ら な い 位置 に 2 Ba 


配置 し 、 桜 と 重なる 部 分 は 鮮やか な 青空 を 配置 し まし た 。 





菜の花 は 、 手 前 に ある 楼 の 影 が 落ち な い 明 る い 部 分 と 、 奥 に ある 
影 が 落ち る 部 分 を 描く こと で 、 授 近 感 が 生ま れ ま す ., 


途中 経過 と と と と: 藤 の 花 を 描く 
( リ 「 no 














菜の花 の 部 分 を 、 影 に な る 色 で 下塗り し ます 。 茎 の 部 分 の 雛 型 を つく り ま す 。 給 型 を 基 に 、 細 部 を 描き 進め ます , 
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| に は お バ 





空 、 葉 の 化 、 桜 を パー ツ ニ こと に レイ ギヤ ギー を 抹 の 花 と 楼 の レイ ヤー の 間 に 新 規 じ イヤ ー 野 は 綱 め に タッ チ を 入れ て 、 理 面 の ポコ ポ 
分 け 、 下 塗り し ます 。 を つく り 、 幹 を 描き ます 。 コ し た ディ テー ル を 出し て いき ます 。 








軸 の 花びら の 塊 に 際 影 補 デ ィ テ ー ル を 描き 足し ます 〔 電 の レイ 軽 より 手前 の 桜の 才 を 、 新 し い レ イヤ ー を つく っ て 描き ます 。 こ 
ヤー は 隠し て いま す ), の と き 桜 の レイ ヤー は 大 きく 分 け て 、 埋 より 奥 の 桜 、 桜 の 軽 、 幹 
より 手前 の 桜の 3 グループ に 分 けら れ ま す , 





楼 の 色 が 映え る よう に 空 の 青 さ を 濃く し 、 
桜 と 重 な ら な い 場 所 に 雲 を 描き ます 。 | 


[色相 ・ 彩 度 ] を 覗い 、 
桜 と 業 の 人 花 の 色 を 調整 
し て 鮮やか が に し まし た 。 | 








の ググ イク ん ン 
1 の 
ーー 





夏 を 表現 する た め に 、 今 回 の 作例 で は 水田 の 稲 
の 長 さ や 緑 の 濃 さ を 意識 し て 描き まし た 。 

緑 の 色 は 季節 を 表現 する と き に 大 切な 要素 で す 。 
5 月 頃 の 新緑 の 季節 は 、 葉 の 色 は 秋 や か な 黄 緑色 
で す 。 し か し 、7 8 月 の 本 格 的 な 夏 に な っ て し 
まう と 、 暗 い 緑色 に な り ま す 。 そ し て 一 年 を 通し 
て 、 真 夏 が 一 番 葉 の ボリ ュー ム が ある た め 、 葉 を 
密集 させ て 描き まし た 。 今 回 の 作例 も 葉 の ボリ ュー 
ム を か な り 出し て いま す 。 こ れ が も し 新緑 の 季節 
で し た ら 、 枝 の 先 の 方 が まだ 細い た め 隙 間 が で き 、 
その 隙間 か ら 5 青空 が の ぞい て いた は ず で す 。 
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| 作画 の 設定 












時 刻 : 正午 前 ' ー 
光 の 方 向 : 友 上 空 か ら の 立 光 





PS 午 、 
Ate す も に k | に 


= っ . し … そ oe 


梅雨 が 明け た ば か り の 、 日 本 の 夏 の 空気 は 湿気 を 帯び て いま す ーーー ャ ーー 
現す る た め に 、 の し た 。 繧 を 描く と き 、 手 前 と 奥 の 描 き 方 を 妥 え た ! 
う が 、 加 近 の 差 が つ け や す く な 画面 を 構成 する の が 容易 に な り ま す 。 その た の 
間 埋 は 、 で きる だ け 霧 や 家 カ どの フォ グ ブ 且 ( 罰 の よう な ぼかし た 効果 の こと ) を 画面 に 
取り 入れ る よう に し て いま す 。 し か し 、 却 や 霞 な ど が 発生 し な い 条 件 の シー ン で は 、 画 面 
設定 が 破綻 し て し まう の で 使え ませ ん 。 背景 を 描く と き は 、 シ ー ン の 設定 を 考慮 し 、 
グ 感 の 表現 が 使え る か 使え な いか を 判断 し て 描い て いま す 。 制限 され た 設定 で 、 ど と / 
手法 が 披露 で きる か が 、 背 景 マ ン の 腕 の 見 せ ど こ ろ で す 。 








人 が 空 で 季節 感 を 感じ る と き 、 雲 の 形状 が 一 番 大 き な ポ イン ト に 
な り ま し た 。 ま た 、 色 の 変化 で 季節 感 を 表現 する と きも あり 、 今 
回 の 作品 の 空 は 下 に いく に 従っ て 青 が か ら シ アン に 色 を 変化 させ て 、 
空気 に 湿気 が 帯び て いる こと を 表 現 し まし た 。 





Y 全 ヾ 
/ ー 人 


手前 の 花 の 部 分 は エッ ジ を 立た を た せ 、 コ ント ラス ト に メリ ハリ を つ 
け 、 こ の 作例 内 で 一 番 シ ャ ー プ に 描い て いま す 。 ぽ か し て 描い た 
奥 の 森 と の 差 で 、 遠 近 感 を 強調 し て いま す 。 














授 景 に いく ほど 、 温 気 を 含ん だ 空気 の 層 が 厚く な る た め 、 手 前 の 
森 よ り 淡 い 色 で 描き まし た 。 手前 と 奥 の 森 は 、 レ イヤ ゼー で 分 け 5 


太 


『 ーー 
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が ディ リ リ 
どど が 月 ゴ ,。 馬 











. 果 本 が 『 jj 

初 看 の 稲 は 背 が 低く く 、 承 間 が 多い た め 、 氷 田 に 空 や 森 の 映り 込 
み を 見 る こと が で きき ます 。 映り 込み は 、 現 実 の 部 分 より 明度 平 束 
度 は 低く な り ま す 。 ま た 水面 の ゆら ぎ な ども あり 、 ピ ント も 甘く 
な り ま ます 。 


き = 有 | 麗 ロ 』 
導 リ 。 ms 
! まま き 
| 骨 
Nr 4 
に RLL ほ 古 


= ミド 





空 、 雲 、 遠 景 の 森 、 中 景 の 森 、 水 田 、 近 景 。 稲 を 描く レイ ヤー を 新た に つく り 、 稲 の 雛 稲 の 雛 型 を コビー し て 、 水 田 全体 に 稲 を 植 
の 草 と 、 パ ー ツ ご と に レイ ヤー を 分 け 、 下 。 型 を つく り ます 。 えて いき ます 。 
藻 り を し ます 。 
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永田 の レイ ヤー に 、 映 りり 込み を 描き ます 。 遇 り 込み も 森 の 手前 と ー のり 半 を コ ピー さい. 陸上 記 康 ひ KU 東吉 束 
奥 で は 描き 方 を 変え 、 奥 の 水田 に は フォ グ 感 を 出し て いま す 。 転 さ せる の で す が 、 モ チー フ が 小さ い の で その まま コピ ー し まし 
わか りや すい よう に 、 こ こ で は 映り 込み を ピン ク で 描い て いま す 。 





コピ ー で 描い た 稲 に 。、 ラ ンダ ム に 稲 を 描き 


足し 、 一 つ ひ と つの 稲 に 変化 を つけ ます 。 ーー 
に ーー ザー 
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色調 を 調整 し ます 。 










川 川 作 
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秋 は 、 い わし 雲 や うろ こ ご 雲 、 ひ つじ 雲 な ど 特 徴 
的 な 形状 の 雲 を よく 見 る こと が で きま す 。 ま た 、 
それ ら の 雲 だ け で な く 、 紅 葉 や スス キ 、 コ スモ ス 、 
彼岸 花 な ど 、 秋 を 感じ る こと が で きる モチ ー フ が 
た くさ ん ある の で 、 季 節 感 が 由 し や すく な り ま す 。 

し か し 、 紅 葉 は 印象 が 強 す ぎ て 画面 に 意味 を も 
た せ て し まう た め 、 演 出家 か ら な る べく 描か な い 
で ほし いと いう オー ダー も よく あり ます 。 

今回 の 作例 の ポイ ント は 、 主 張 し すぎ な い 紅 葉 
を 描く こと で す 。 









| 作画 の 設定 | 


場所 : スス キ 野 原 
季節 : 秋 


天気 : 晴れ 


| 時 刻 : 午前 中 


光 の 方 向 : 左上 空 か ら の 半 逆 光 
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紅葉 は 印象 が 強い だ け で な く 、 遠 近 感 が 出し に くい モチ ー フ で も あり ます 3 春 や 夏 の 
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Fw ir = 1 ー デ キキ トキ デ ーー レル ど 吉 由 二 * 
: い 表現 に する た め に 、 わ さと 牧 農 を 落と し て 描く こと も よく あり ます 


に に は と た キュッ Me 
f 生 山 ペー テロ 
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うろ ご 雲 は ー つ ひと つ 描 いて いく の は 大 変 な の で 、「 ブ ラ シ の 定義 ] 


計 は 一 


で 雲 の 形 き を し た ブサ ラン シン を つく 『』. . 英 布 か け て う 方 ご 寺 に し で て い 呈 すす , 


世 寺 Ni 
半 和 員 は OS ジ の 載 吉 1 ま 。 コピ ニー 呈 ペー スト の 2 種類 の 方 法 
で 揃い て いき ます 。 描き 方 は 、 距 離 感 や 密集 度 で 使い 分 け ま す 。 


途中 経過 ヶ と > スス キ を 描く 








ーje 


手前 の スス キ は 、 描い た 卑 型 の スス キ を コ 出 の 密集 し た スス キ は 、 
ビー& ベ ペー スト で ぜ で 増やし ます 。 は 別 の レイ ヤー を つく り 、 


を 使っ て 描き ます , 


山の上 部 に 雲 の 影 を 青紫 で 描き 、 空 と の 繋ぎ を よく し ます 。 雲 の 


影 を 描く こと で 、 


の 豪 


手前 の スス キ と 
[ブラシ の 散布 」 





さも 同時 に 表現 で きま す 。 








手前 の スス キ の 細部 を 描き 込み ます 。 











空 と の 繋ぎ き を よく する た め に 、 緑 で 下塗り を し て いき ます 。 地 の 色 に な じ む よう に 、 青 系 に ふっ た 区 色 や オレ ンジ 、 赤 を の せ て 紅葉 部 分 を 
描い て いき ます 。 
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の 形 を し た ゴ ラ シ 先端 の シェ 電 m | ブラシ の 敵 布 | で 
つく くり ま す ュ 
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左上 の フレ ー ム 時 に 友 陽 
を 感じ させ る る た め 、 マ ス 
ク を 使っ て ブレ ア を つく 
り ie 最後 に 色 の パ バラ 

ス を 調整 する た め に 、 


0 い KS NN や へ 、-、 名 * 影 と 空 の 
NN NN て 、 色 を の せま 


ま : 名 の 明 晴 や 還 渡 、 強 瑞 な どの 具合 を 調整 する こと 。 []* | _- 





























今回 の テー マ で ある 曇天 は 、 朝 日 や タ 日 の よう 
に 劇 的 な 見 せ 場 と な る わけ で は あり ませ ん 。 し か 
し 、 曇 天 と いう モノ トー ン の 地味 な モチ ー フ で も 、 
色 を て いね い に つ くる と 、 描 き 込 み の 密 度 が 上 が 
り 存 在 感 が 出 て きま す 。 存在 感 が 出 て くる と 曇天 
より コン トラ スト が 強い 雪山 が 画面 に 入っ て いて 
も 、 主 役 で ある 曇天 を 目立た せる こと が で きま す 。 
水蒸気 で 重く な っ た 雲 は 、 山 の 頂上 付近 まで 下 
が っ て いま す 。 霧 状 の 雲 越し に 透け て 見 える 山 を 
表現 する こと が 、 こ の 作例 の 一 番 の 課題 と な り ま 
す .a 











時 刻 : 昼 
光 の 方 向 : トゥ プラ イト 


コン トラ スト の 低い 遇 天 を 見 た まま り リア ル に 描い て し まう と 、 画 面 に メリ ハリ が な く な 
り ま す 。 遇 天 を 描く コツ は 、 明 る い 部 分 と 暗い 部 分 の 境界 の エッ ジ を 立て て 、 わ ざと 誇張 
し て 描く こと 。 そ うす る こと で 雲 の フ ォ ル ム が し っ か り 表 現さ れ 、 絵 に メリ ハリ が 出 ま す 。 

今回 の 作例 は 、 山 と 雲 に レイ ヤー を 分 け て いま す 。 雲 の 部 分 は 、 エ ッ ジ を 立て た り 、 ぽ 
や か し て いた り と 、 部 分 で 表現 方 法 を 変え て いま す 。 雲 と 山 は レイ ヤー を 分 け ま し た が 、 
雲 は 連続 し た 1 つの 立体 と し て 考え 、1 枚 の レイ ヤー で 描き まし た 。 見 せ 場 で ある 空 と 山 
の 境界 は 、| 不 秀 明 度 ] を 調節 し た 半 透 明 の ブラ シ で 、 透 け て いる 部 分 か ら 透 け な く な る 
部 分 まで を 、 山 の 透け 具合 を 確認 し つつ 、 て いね い に 少 し ずつ 重ね な が ら 描 いて いま す 。 
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PT \ ッ キリ し て いる 
明る い 部 分 を 描く 





和 、 雲 天 の 水分 を 多く 含ん で いる 低い 圭 は 、 光 の 退 過 率 が 下がり 黒 っ 
ーー ぽく 見 えま す 。 また 山 を 覆う 雲 より 低い 位置 に ある た め 光 が さえ 
ぎら れ 、 低 い 位置 に ある 雲 は ほか の 雲 より 暗く な り ま す 。 


雲 の 厚 さ は 場所 に よっ て 変わ っ て きま す 。 雲 が 薄く な っ て 光 が 居 





山 は 論 役 な の で 、 娠 肌 の ディ テー ル は ニュ アン ス で 描き ます 。 細 雪 の 白 は 光 を 反射 する た め 、 雲 の 影 色 より 明る く 描 きま す 。 し か 
か い デ ィ テ ー ル より 、 山 の 塊 感 と 硬い 物質 感 を 意識 し て 描き まし し 、 光 を 反射 する と は いえ 、 雲 が 光 を さえ ぎり 光量 が 少な いた め 、 
江 ぁ 雪 の 色 は 真っ 白 で は な く 、 か なり 暗い ダレ ー で す 。 


最初 に 山 の 地 肌 の 色 を 決め る た め に 山 を 描き ま 
す 。 当 悼 の 立体 呈 が わが る よう に 、 明暗 で 山 を 理 
現し 、 細 か い 描 き 込 み は し ませ ん 。 











よう に し ます 。 








雪 の 部 分 を 「 マ スタ] で 抜き 、 山 の 岩肌 が 見 える 


ーー ビーーー ラ ーー デー 








山 の カレ イヤ ー を コピ ー し て 、 別 の レイ ヤー に 雪山 を 描き ます 。 








- 講 生還 下 . ゴ 四 


し て 調整 し て いき ます 。 
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| 雪 の 部 分 は 最終 的 に 細部 を 描き 足し た り 、 重 ね た り 





O) 








雲 に ば え ぎ られ 


光 は 弱く な る 


3 頂上 付近 の 雲 

















雲 の 基 調 と な る グレ ー を 全体 に 塗り ます 。 さ ら に 雲間 の 明る い 部 雲 の 基調 と な る グレ ー を 使っ て 、 山 の 頂上 を ぽか し ます 。 


分 を 明る い グ レー で 描き 、 雲 間 の 輪 郵 を ハッ キリ させ ます 。 


旦 夫 は 光 が 層 いため 、 光 の 明暗 差 
が つき に くい の で 、 立 体感 が 麗 く 
な っ て し まい ます 。 ま で ず は 、 明 る 
く な る 部 分 と 、 量 く な る 部 分 を 束 
理 し て か ら 描 き 始 め ま し ょ う 。 雪 
山 は 光 が 反 射す る た め 、 雲 より 明 
る く 表 現し ます 。 

左 図 の ② 雪 山 の 頂 上 は 雲 に 近い 
た め 雲 の 影 に な る の で 、① 山 の 芽 
より も 暗く 表現 し ます 。 ま た 、 一 
面 を 覆っ で いる ③ 頂 上 付近 の 雲 
が 光 を さえ ぎる た ゆめ 、(③④ 低 い 圭 は 
() 相 上 付近 の 雲 よ り 一 箕 瞳 く 理 
現し ます 。 


(④ 低 い 畳 


③ 山 の 頂上 











雲 の 厚い 部 分 を 、 暗 い 色 で 描き 足し ます 。 
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1 色 だ け で 皿 淡 を つく ろう と する と 、 絵 が 単調 に な り 深 み が 出 ま 


せん 。 少し ずつ 色 を 遼 え 、 重 ね な が ら 色 を つく り ま す 。 手 前 の エッ 
ジ が 立っ て いい 名 部 婦 は 青 系 の ダレ ー、 香 の 輪郭 が 緩い 部 分 は 革 双 
の ヴ グレ ー で 裏 現し まし た 。 





輪郭 が 緩い 場所 。 


低い 位置 の 雲 を 描き 足し ます 。 
上 の 雲 で 光 が さ きえ ぎら れ 、 雲 の 
中 で 一 番 暗 く な り ま す 。 











世間 Ri いろ いろ な 青空 


普段 か ら 空 の 写真 を 撮っ て お く と 、 絵 を 描く 資料 と し て 役立ち ます 。 し か し 、 青 
い 空 と 白い 雲 と いう 被写体 は 、 適 正 な 明る さ に 撮る こと が 難し いも の で す 。 少し 暗 | 
く な っ て し まっ た 画像 は 、Photoshop の トー ンカ ー ブ を 使っ て 明る さ を 修 正 で きま 
す 。 し か し 、 明 る すぎ て 、 白 と び を 起こ し て し まっ た 画像 は デー タ が な い の で 修正 が 
で きま せん 。 資料 用 の 写真 は 、 す こし 暗め (アン ダー) で 撮る こと を お すす めし ます 。 








いろ いろ な 





裕 を く 


風景 に は 、 限 られ た 場所 で し か 見 る 
で は 、 通 常 で は 目 【 





ワ ピロ し m 講 
こし レー 王 


う も の が 


ォ キ = 


「 隙 


| 1 し 」 





飛行 機 か ら 
兄 た 雲海 と 、 


広い 空 を 描く と き は 、 フ レー ム の 外 ま で 意識 し 
て 描く こと が 大 切 で す 。 こ こ で は 、 画 面 右 か ら 左 
へ と グラ デー ショ ン を つく っ た こと や 、 海 の 上 に 
落ち る 雲 の 影 を 描く こと で 、 フ レー ム 外 に 太陽 を 
感じ させ て いま す 。 ま た 、 地 平 線 ・ 水 平 線 の 丸み 
を 押 く こと で 広角 感 を 出し て いま す 。 

雲 の 影 面 8 見 た まま の 青 系 一 色 で まとめ て し ま 
うと 、 写 真 的 な 表現 に な り 、 面 白 み に 欠け て し ま 
いま す が 、 色 を 多用 する こと で アニ メー ショ ン 的 
な 表現 に な り ま す 。 今回 の 作例 で は 、 積 乱雲 の 影 
面 に 色 を た くさ ん 使う こと を 意識 し て 描き まし た 。 
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飛行 機 か ら の 景色 
1000m 以上 
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光 の 方 向 : 右 か ら の 半 逆光 





今回 の 作例 で は 、 主 役 の 沸き 立つ 積乱雲 の 迫力 と 、 脇 役 の 一 面 に 広がる 雲海 の スケ ー 
ル 感 を 出す た め に 、 画 角 を 広角 に 設定 し て 描き まし た 。 

日 本 の アニ メー ショ ン は 、 実写 映画 の 画面 さく り を ベー ス に し て いま す 。「 何 ミリ の 焦点 
距離 の レン ズ を 使っ て 絵 を 見 せ た い の か ? ] と 、 画 角 を きち ん と 設定 する こと が 、 リ アリ ティ 
と いう 日 本 の アニ メー ショ ン の 大 き な 特 徴 に 繋が り ま す 。 実際 の 現場 で は 、 最低 で も 広角 、 
標準 、 望 絹 と いう 大 ま か な 画 角 が 指定 され ます 。 背景 マン は 、 絵 コン テ や レイ アウ ト が ど 
の よう な 画 角 で 描か れ て いる か 理解 し て 背景 を 描く 必要 が あり ます 。 








1 
上 


広角 の 画 角 で 空 を 描 く as 







| 





| ーー 


雲 と 空 の 境 は 丸み を つく り 、 広 い 範囲 を 描く こと で 、 


広角 感 を 素 現 し て いま す 。 空 の 色 は 、 ブ レー ム 外 の 


太陽 を 感じ る 色 味 の ダラ デー ショ ン で 塗り まし た 。 





空 と 差別 化す る た め に 、 





緑 系 の 青 で 


っ 提 和 


描き まし た 。 


海 に 落 
ちる 皿 の 影 を 描く と 、 見 た 上 人 に 太陽 の 存在 を 感じ させ る 
ご と が で きま す 。 ま た 海 に 近い 雲 は 水面 に 彫 響 さ れる の 
で 、 海 の の 色 を 使っ て 雲 の 影 を 描い て いま す 。 







L 


明る い 部 分 を 一 番 描き 込ん で 、 








に 


ャ 


視線 を 読 導 し ます 。 明 る い 部 分 は 、 究 易 
に 白 を 使い ませ ん 。 少し ずつ 色 味 を 変え な が ら 、 て いね い に 色 を つく り 、 
描き 込み の 宙 度 を 上 げ て いき まし た 。 影 面 に も 色 を 多用 し て いま す 。 


広がる 雲海 を 描く  。 








ーー 


ョ ーーー デー 


雲海 は 胸 役 な の で 描き 
込み を 抑え て いま す 。 
また 、 積 乱雲 が 目立つ 
よう に 、 明 る さき を 抑 え 


Ft 
まし た 。 


P5B の よう に 、 最 初 に 光 と 影 の 2 面 に 塗り 分 け 、 少 し ずつ 色 を 増 
や し な が ら 細 か い デ ィ テ ー ル を 描き 込み 、 ボ リュ ー ム 感 を 出し て 
いき ます 。 ま た 、 趣 が 落と す 影 を 水面 に 描く こと で 、 太 陽 の 位置 
や 光 の 強 さ を 表現 し ます 。 





ーー 


倫 と は 別 の レイ ヤー で 、 雲 海 を 描き ます 。 影 面 の 色 は 、 積 乱雲 の 


青 比 に 対し 、 雲 海 は ダレ ー 了 雪 で す 。 色 味 を 変え る こと で 、 主 役 と 
脇役 を 差別 化し て いま す 。 后 くに ある よう に 見 せる た め 、 積 乱 寺 
より 低い コン トラ スト で 描い て いま す 。 


積乱雲 を 目立た せる た め 、 雲 海 全体 の 明 
度 を 少し 暗く し まし た 。 和典 の 積乱雲 、 
表面 の 凹凸 な ど を 、 少 な い 手 数 で 描き 足 
し まし た 。 


積乱雲 の 影 面 の 色 は 、 黄 色 系 、 緑 系 、 革 系 、 青 系 な ど 、 さ まさ ざま な 色 味 の グレ ー を 使っ 
て いま す 。 高い コン トラ スト で 描き 、 積乱雲 が 沸き 立つ 迫力 を 出し まし た 。 フレ ー ム 外 


の 太陽 を 感じ させ る た め 、 空 に ダヴ ラ デー ショ ン を つけ ます 。 




















て て NN い 


電 1 


田んぼ の 稲 が 育ち 始め た 初夏 。 雲 の 切れ 間 か ら 


光 が 差し 込み 、 建 物 の 瓦 屋根 や 水田 に 反射 し て い 
る 風景 を 描き まし た 。 こ の 光 の 柱 は 、「 薄 明光 株 | 
と いう 呼び 名 が あり ます 。 ま た 、 光 を 印象 的 に 描 
いた 画家 に ちな ん で 「 レ ン ブ ラ ント 光線 」 と いう 呼 
び 名 も あり ます 。 薄 明光 線 は 、 太 陽光 線 を さえ ぎ 
る くら い 厚 み の あ る 雲 が 発生 し 、 そ の 雲 に 切れ 間 
が で きる こと で 、 光 の 筋 が 見 える 現象 で す 。 光 の 
柱 の 明る い 部 分 と 、 光 が 当たっ て いな い 暗 い 部 分 
の コン トラ スト が 強調 され る の で 、 ド ラマ チッ ク に 
見 せ た い と き に 効果 的 な モチ ー フ で す 。 





| 季節 : 初夏 
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場所 : 水田 が ある 海辺 の 集落 


天気 : 鼻 夫 
時 計 : 時 


光 の 方 向 : トッ プラ イト 


ーー 左 中 一志 ュ sm 回 』。 キ TL s。 右 還 .』 me " al ょ wlr ェ ーー ニー alr ei 本 主事 所 
今回 の 作例 で 一 番 の 見 せ 場 は 、 雲 の 切れ 間 か ら 隆 り 注 ぐ 光 の 柱 で す 。 区間 で ある 太陽 





は 1 つ し か が 却 い た め 、 半 の 杜 は 平行 に 描き ます 。 角度 を バラ パラ に 描い て し ま コ と 、 リ ア 
キ 

な お 、 細 部 を すべ て 所 き 込ん を で し まう と 、 

で す 。 太 陽光 に 照ら され る 、 波 頭 と 水田 の 反射 の 強い と ころ 、 旭 物 の 瓦 屋根 は 、 画 面 全 


トキ ーー 記 回 圭二 』 ME 。  - ュ ェ %* 定 リー 回 喧 ョ 『 叶 ー PT Ye TH = れ 。 ーー 由記 ほ 『 半 二 | 
尺 1 見 ーー ei 選 LL 光 記さ 間 「 rm に に 革 呈 。 デ L ォ に よ し 中 J 1 紅 H 上 し RF 1 『」 P 管 ] 軸 kl ロ ーー 表 ! CU 『」 





ーー 
) 計 京 2 り ) 差 が わ が * 『 | Ps ばば せ 叶 罰 . が * いい 


WTL 
ーapPWT Frー。」、。 コ イエ ュ ーー ヒビ テ し コテ デート テ ー デ 二 る ロ あ い 部 の は ョ ヨ ニ 中 キメ 
ませ ん ん 。 実際 、 広い 風景 を 目の当たり に する と 、 目 を こら し て も 細か い 部 分 は 見 えま せん 


見 えな いも の は 省略 し て 描き 、 描 き 込み に メリ ハリ を つけ る こと が 大 切 で 3 
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ピコ 
を 
当 
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1 
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【 ヽ 
) 
な 
竹 
類 
の 








ーー 」 』 | =I l )  』 5 ど し で ) 
青空 を 描く 5 層 策 雪 。 薄明 光線 





きり fg こう 側 に 広がる - で 、 こ れ が から 条 々 に 量 れ 間 


が 広がっ て いく 予感 を 覚え させ ます ., て 


ゴ 

















werlm Ti 一 Tu mh jm = ea 
疲 に 区 が 当たる と 雲 の 色 が 量り 込む た 了 め 、 濾 頭 は 





波 
いな い 部 分 を 描き 分 ける こと で 、 差 。 光 が 当 た り 反 射 し て いる 部 分 に ハイ ライ ト を 入れ 、 輝 いて いる よ 


OF 


F 


ど 
えま す 。 日 い 渡 頭 が 描か れ て いる る 部 呈 と 、 
か + 

和 


し 込む 光 を 表 現 し て いま す うに 抽 き ます 


途中 経過 pp 水田 の マス 目 を 描く 





道 で 大 きく 水田 吾 区 切り ます 。 水田 の 色 の パタ ー ン を 別 レ イ ゼ ギー に つく 地面 の パー スネ に 沿う よう に 変形 きせ 、 答 


ます 。 の 水田 部 分 に 重ね ます 。 





二 - = ーー ーー ml キ ロ 本 一 キー Em = 『 ea # 日 a 
グラ デー ショ ン で 大 ま か に 描き ます 。 差 し 込む 光 の 様子 を 確認 する た め 、 雲 の 切れ 間 に 筋 状 の 明る い 部 分 を つく り ま す 。 


ーー 


『 


光 湖 か ら 条 れる 
グラ デー ショ ン 


光線 の 原型 パタ ー ン を つく り ま す 。 光線 の 中 に 、 光 源 か ら 離 れ て 厚み の ある 光 の 柱 を 雲 の 切れ 間 に 貼 りつ け 、 そ の 光 の 柱 に 合わ せ 
く 色 の ダラ デー ショ ン と 、 外 に 向かっ て いく 色 の グラ デ ・ ツ ヨ て 永田 も 明る くし ます 。 「 





ン と いう ら 2 つの 変化 を つけ る こと で 、 光 に 則 み が 出 て きき ます 


光 の 柱 を コピ ー し て 六 小 
それ ぞ れ の 雲 の 切 れ 間 に 
「 つけ て いき ます 。 寺 の 形 
下 に 落ち る 光 の リズ ム 
埋 が らら 半 の 柱 を 配置 し 








輝く 天の川 


天の川 は 性 の 集まり で で き て いる 圭 状 の 光 の 間 
で 、 人 工 光 の 影響 が 少な い 暗 い 場所 で な いと 見 る 
ご こと が で きま せん 。 人 里 離 れ た 暗い 森 の 中 と いう 
設定 で 、 手 前 に 木々 を 描く こと で 空 と 対比 させ 、 
スケ ー ル を 大 きく 表現 し て いま す 。 

天の川 は 肉眼 で 見 る と 、 白 い 発 光 す る 雲 の よ う 
に 見 えま す が 、 写 真 に 撮る と き は 長い 間 シ ャ ッ 
ター を 開け て いる た め 、 肉 眼 で は 見 る こと が で き 
な い 青 や 赤 な ど 、 さ ま ざ ま な 色 が 写り 込み ます 。 
ドラ マチ ッ ク に 描き た か っ た の で 、 天 の 川 の 色 は 、 
見 た 目 の 色 で は な く 気 に 入っ た 写真 の 色 味 を 参考 
に し な が ら 描 きま し た 。 


を 幼 断 し て 







ーー 
「 作 画 の 設定 | 
| 


| 場所 : 人 里 英 れ た 森 の 中 





今回 の 作例 は 、 本 来 な ら 暗い 光 の 帯 で ある 天の川 を は っ きり 見 せる た め 、「 霊 出 (画面 
の 明る さ ) を 上 げた 」 と いう 設定 で 描い て いま す 。 直 出 を 上 げ る と 、 肉 眼 で は 見 る こと が 


で き な い 暗い 星 で も 見 える よう に な り ま す 。 木々 と の 境 の 空 は 、 


気 遠 近 法 の 特徴 を 踏ま える 共に 、 


起 出 を 上 げた こと で 肉眼 で は 見 えな か っ た 遠 


大 気 の 層 が 厚く な っ た 空 
く の 街 の 


明か り が 大 気 中 に 拡散 し た 感じ も 表現 し た か っ た の で 、 明 る く 描 いて いま す 。 

天の川 は 、 赤 や 黄 、 緑 な ど 多 色 を 用 いて 描こ うと 描く 前 か ら 決め て いま し た が 、 最 初 は 
空 の 青 と 星雲 の 色 を 繋ぐ た め 、 紫 1 色 で 描き まし た 。 そ こ か ら 光 を 感じ る 色 味 で ある 鞭 
色 系 で 明る い 部 分 を 描き 起こ し 、 さ ら に 色 を 重ね 、 星雲 に ボリ ュー ム を 出し て いき まし た 。 








HOSSI | 9 gl 


雲 状 の 部 分 を 指 く 


霊 状 の 発光 佑 が 天 の 

讃 川 の 最大 の 特徴 な の 

衣 蘭 各 本 | で 、 天 の 川 の 雲 状 の 
yi | 部 分 と 星 を 別 の レイ 
由 較 間 ヤー で 描い て いま す 。 
生 M WW 
是 を 押 < く 要 額 で 薄く 描 

間 | き 、 レ イヤ ー を 重ね 
1 た と き に 典 に ある 星 

本 人 が 透け る よう に し ま 


星 が 発 光 し て いる よう に 見 せる た = め 、 性 の 因り の 名 を 
に じ ま せ ます 。 明 る い 星 に は 、 光線 を 描き 加え まし た 。 


赤 や 黄色 、 緑 な ど 色 
を た くき さき 上 ん 恒 っ て 、 
鮮やか な 天の川 に 
し まし た 。 明 る い 中 
心 部 は 、 半 を 感じ 
る 日 や 黄色 を 使っ 
て 描い て ます 。 


途中 経過 と と) 色 を た く と た くさ ん 使っ て 描く 


天の川 も 通常 の 雲 と 同じ よう に 、 最 初 は 1 色 で 陰影 を つけ て ボリ ュー ム 感 を 出し 、 ボ リュ ー ム 感 を 由 し て か ら 色 数 を 増やし て いき ます 。 






















本 た 全う える ュー ュ ミ es 


EPJETT3 還 春 HE] 115me | 
です | 
| | エト Hi オフ 
| | 醒 
吉 か け *pー ー 
上 て 正 』 すす 


ラ シ ツ ー ル の 「 先 端 の シェ イブ ] や 「 散 
| を 覗い 、 最 初 に 画面 に ラン ダム な 





星空 は 、 暗 い 地 に 白い 点 を 描く 
だ け で も 、 星 が 此 っ て い 合 よう 
に 見 えま す 。 そ の 白い 点 の 周り 
に 色 を の せる こと で 、 曰 い 点 が 
その 色 で 発光 し て いる よう に 見 
ぇ ます 。 さらに 暗い 地 と 色 の 境 
界 を ぼかす と 、 強 《 く 発光 し そい 
る よう に 見 えて きま す 。 





人 内 の 点 を 描い た レイ ヤー 
を コピ ー し て 、 | 在 居 明 麻 」 
や 「 ぽ か し | を 使っ て 色 
の に じみ を つく り 、 栓 の 
点 の レイ ヤー と 色 の に じ 
み の レ イヤ ー を 重ね ます 
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オー ロラ は 、 と くに 北極 圏 や 南極 で 見 る こと が 


で きる 大 気 の 発光 現象 で す 。 オ ー ロ ラ が 発光 する 
高 さ は 、 お よそ 100 一 500km と いわ れ て お り 、 
光 の 色 は 主 に 緑色 で 見 えま す 。 肉眼 で は 光 の 色 は 
湊 く 、 カ ー テ ン が 揺れ て いる よう に 動い て 見 えま 
す 。 オ ー ロ ラ の 揺れ る 動き が 激しく な る と 、 下 の 
部 分 は ピン ク や 青紫 、 上 の 部 分 は 赤い 色 に 見 えま 
す 。 ま た 、 オ ー ロ ラ は 写真 に 写す と 、 肉 眼 で 見 る 
より 色 が 鮮明 に 見 えて きま す 。 

今回 の 作例 で は 、 色 を 多用 し た 迫力 の ある オー 
ロラ を 描き まし た 。 








場所 : 北極 圏 の 人 里 離 れ た 栖 


| 科 : る ーー 
天気 : 晴れ 
| 時 世 : 夜 


光 の 方 向 : 真 上 





NCP いろ いろ な 写真 を 見 比べ 、 

と 色 が きれ いな も の を 選び 、 参 考 に し て 描き ま ーー 
ーー ニー ーー デー に 関係 し 、 広 角 に 
ae 


くく ご と で 縦 の ライ ン に パー ス が つい で てい 害 か ら す 。 
縦 の ライ ン の パー ス を 描く こと は 、 、 下 絵 の 段 階 か らき ち 
ん と 縦 の ライ ン の パー ス を 設 よう オー ロラ の 大 きき と 比較 で きる よう に 


テー 


手前 に 木々 、 奥 に 雪山 を 描き 、 ス ケー ル 一 を 家 現 し て いま す 。 





低い コン トラ スト で シル エッ ト の よう に 表現 し て いま す が 、 背 後 
か ら オ ー ロ ラ の 光 に 照ら きれ 逆光 状態 に な る た め ハ イライト 部 分 
を つく り ま す 。 細 い 林 の 電柱 を 描く こと で 、 イ ン フ ラ が 整っ て い 


〒 コ 
な い 人 里 離 れ た 場所 に いる こと が 見 て いる 人 に 伝わり ます 。 雪山 を 指 く ( 


白い 寺山 は 縁 色 の オー ロラ の 光 に 影 

結 さ れ 、 緑 色 に 染まっ て 見 えま す 。 

雪山 は 脇役 な の で 、 山 の 立体 感 が 出 | 
た ら 、 そ れ 以 上 の 描き 込み は 抑え ま 

す 








ninUc 」 








最初 に カー テン 状 の 基礎 と な る 形 を 、 カ スタ ム ブ ラ シ 【(P36 参照 
の 一 番 の 見 せ 場 に な り ま す 


「 


LE 員 も L1 


> ゝ オー ロラ の 光 が 照 ら さ れ て いる 
き 込み すぎ た 木々 を 、 調 整 レ イ 
シルエット 的 に 表現 し 直し 


+《 で OLUMN 





本 2 いろ いろ な 夕焼け 「 


買っ 赤 に 染まる 日 や 、 青 か ら 落 色 の グラ デー ショ ン に 委 ま る 日 没 の を は 、 アニ 
ショ ン に も よく 登場 し ます 。 日 の 出 と 日 没 の 前 の 約 20 分 間 は 、 ce の ecc 識 


| 


、 そ の 時 間 の 光 で 撮る と すべ て の 被写体 が を れい に 写る の で 、| マジ ッ ク ア ワー」 8 
Pawewrdeire で 写真 を 撮る と き 、 デ ジ カ メ の 機能 に ホワ イト パラ ヌ 
ス (太陽 や 異 り の マー ク の ある 項目 ) が あめ あれ ば 、 ぜひ ホワ イト バラ ンス を 切り 替え て 
レビ ュー し て みて くだ さい 。 見た目 に 近い 色 や イメ ー ジ に 合 つ 色 が 見 つか る は ず で すず : 








都市 や 街 普 み な ど を 描く と き 、 コ ンク リー ト や プラ スチ ッ ク 、 ガ ラス 
な どの 素材 の 質感 や 特徴 を 表現 する こと が 大 切 に な り ま す 。 こ こ で は 
素材 の 描き 分 け を 中 心 に 都市 や 街並み を 描く ポイ ント を 紹介 し ます 。 





素材 の 特徴 を 近 え る 


アニ メー ショ ン の 背景 で は 、 木 や 石 、 コ ンク リー 
ト 、 ガ ラス 、 人 金属 な ど あ ら ゆ る 素材 の 描き 分 けが 
必要 と な り ま す 。 素材 の 質感 は 、 た だ 色 を 塗り 分 
ける だ け で は 表現 で きま せん 。 素材 の 特徴 を 捉え 
る こと が 、 質感 を 描き 分 ける ポイ ント に な り ま す 。 
コン クリ ー ト や 木 、 ダ ン ボ ー ル は 、 表 面 に 反射 
が で き に くい マッ ト な 質感 の 素材 で す 。 マ ッ ト な 
質感 の 素材 は 、 明 暗 に 沿っ て タッ チ ( 徐 る 方 向 や 
勢い ) を 加え て いき ます 。 


ず 


きぐ マッ ト な 素材 の 質感 を 描く 


基本 の 立方 体 

P26 で 描い た 立方 体 と 同様 
に 立体 感 を 表現 し ます 。 そ 
こ か ら 質 感 の 表現 を 加え て 
い 寺 ます 。 立 体感 の 吾 現 を 
あい まい に し た まま 質感 を 
描い て も 対象 物 の 存在 感 は | 
洛 く な り 平 面 的 な に な っ 
て し まい ます 。 


木 の 質感 を 描く 
木 は 色 味 は 違い ます が 、 コ | 
ンタ リー ト と 描き 方 は 同じ 
で す 。 はじめ に ペー ス と な 
る 菜 系 の 立方 体 を 描き 、 そ 
の 上 か ら 年 輪 の 部 分 と 年 輪 
の 断面 の 部 分 が 目 然 に 繋が 請 中 較 
る よう に 描い て いき ます 。 較 証 計 
コン タリ ー ト 同様 に 、 角 に 
欠 け な ど を つく る と 自然 の 
も の らし さ が 出 て きま す , 











金属 や ガラ ス の よう な 反射 する 素材 は 、 明 暗 の 
変化 だ け で な く 、 反 射 も 描き 込み ます 。 反射 を 摘 
く と き は 、 ピ 明暗 の タッ チ の スト ロー ク に 対し て 垂 
直 の 方 向 に 反射 の タッ チ の スト ロー ク を 重ね て い 
く と 表現 し や すい で し ょ う 。 央 密 に は 反射 は すべ 
て 映り 込み の た め 周 囲 の 状況 を 想定 し な けれ ば い 
け な い の で す が 、 こ の 項目 で は あく まで コツ と し 
て 「 ら し く 見 える 表現 ] を 解説 し ます 。 


コン クリ ー ト の 質感 を 描く 
ペー スズ の 白い 立方 体 に 、 気泡 
で で きた 細か い 穴 を 描き 加え 
る こと で コン タリ ー ト らし き 
が 出 て きま す 。 穴 は 半 透 明 の 
ブラ シ で 淡く 描か ず 、 シ ャ ー 
プ に 一 筆 で 描い た ほう が 硬 さ 
が 出 て きま す 。 ま た 、 コ シク 
リー ト は 廊 の 処理 も 大 切 で す 。 
面 と 面 が ぶつ か る 人 劉 に 穴 け て 
いる 部 分 を 描く と 、 さ ら に 質 
司 に リア リティ が 出 て きま す 。 | 


ダン ボー ル の 質感 を 描く 

ダン ボー ル は 、 紙 の 厚み が 
わか る 断面 や 折れ 目 を 描く 
と ダン ボー ル ら し さ が 出 て 
きま す 。 ま た 輪郭 を 少し 曲 
げ て 、 紙 が た わん だ 感じ を 
出す の も 効果 的 で す 。 








金属 の 質感 を 描く 


ペー ス の 立方 体 の 明暗 
に 対し て 交 導 す る スト 
ロー ウタ で 反射 を 描き 加 
えま す 。 直線 は で きる だ 
け ジ シャ ー プ に 。 角 に ハイ 
ライ ト が 集中 する の も 特 
徴 的 で す 。 ハ イラ イト も 
線 と し て 表現 し ます が 、 
拡大 し て みる と 小さき な 面 
に 生じ た 反射 で ある こと 
を 意識 する と よい で し ょ 
3 


2: 


ゆ 

は じ ぬ め に 透け た 床 
面 を 描き ます 。 奥 
か ら 手 前 に 横 の 
スト ロー ウタ で 明暗 
を 描き 、 縦 の スト 
ロー ケタ で 反射 を 描 
寺 き 足 し ます 。 


3 


新規 の レイ ヤー 
を つく り 不 透明 度 
1009% で 上 面 、 側 
面 、 手 前 の 3 つの | 
面 を 描き ます 。 こ 
の と き 各 面 の ダラ 
デー ジ ション を 水 り 
は み 出 す よ うに 完 
成 さ せ て が か が ら 、 選 
択 範 囲 で 区 り 落 
こす ど ストロー ツ 
の 勢い を 損なわ ず 
シャ ー プ な 貿 感 が 
得 ら れ ま す 。 








手前 の 面 を 描い 
明度 を 下げ て 、 奥 
の 面 を 描い た レイ 
ヤー が 透け て 見 え 


手前 の 面 の 角 に ハ 





ガラ ス の 質感 を 描く 
ガラ ス は 人 金属 と 同様 反 
射 の 強い 素材 で す 。 き 
ら に 透け た 感じ の 表現 
が 羽 机 と な り ま す 。 こ こ 
で は Photoshop の レイ 
ヤー 機能 を 利用 し て ガ 
ラス の 質感 を 描い て み 
ます 。 下図 の 工程 の 最 
後に 上 面 と 側面 に ダラ 
デー ショ ン ツ ー ル を 使っ 
て 反射 の 強い 部 分 を 描 
き 加 えた の が 右 の 図 で 
す 。 


典 の 角 の ハイ ライ 
ト を 描き ます 。 


た レイ ヤー の 不 透 


る よう に し ます 。 


イラ イト を 描き 足 
し ます 。 





に 1 








9』 


へ 落 評 


ロロ 再 商 結 のり ど ゆ の 
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= エ ュ る うっ て りー 
と を 


古い 民家 の ある 風景 は 、 情 緒 が あり 創作 意欲 を 
が きだ そる モナ ー ツ で す 。 プス タル ジッ ウツ な イ 
ー ジ が 残る 江の島 を モチ ー フ に 選び まし た 。 階 
段 の ある 場所 を 描く こと で 、 高 低 差 の ある 江の島 
らし さ を 表 現し まし た 。 ま た 、 懐 か し い 究 囲 気 を 
出す た め に 、 民 家 の 周 り に プロ パン ガス や 水 の 
人 人 っ た ペッ ト ボ トル を 描き 足し て いま す 。 
実際 に は 思い どおり の 古い 街並み は な か な か 
残っ て いな い の で 、 参 考 資 料 を 組み 合わ せる こと 
も よく あり ます 。 











天気 : 晴れ 
時 刻 : 午前 10 時 ご ろ 
光 の 方 向 : 右 織 妨 上 か ら 
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_ si 
am 




























「 古い 民家 は さま ざま な 素材 を 使っ て 建て られ て いま す 。 木 枠 に ガラ ス が は め 込 まれ 
た 窓 や 味わい 深い 塗り 壁 、 石 の 土台 や 階段 、 金 属 の プロ パン ガス な ど 、 質 感 の 違い を 
描き 分 ける の も 楽し いも の で す 。 

間 周 と 階段 を 組み 合わ せ て いる た め パ ー ス が 取り に くい 風景 で す が 、 光 が 当たっ て 周 
| いる 部 分 と 影 部 分 の 描き 込み 具合 の 違い に よっ て 遠近 感 を 強調 し て いま す 。 に 
虹 また と 影 の コン トラ スト を 強く 描く こと で 、 夏 の 強い 日 差し を 表現 し 、 季 節 感 
を 出し て いま す 。 










































































へ へ 壁 
計 応 尽 臣 計器 O) 





明暗 差 と 描き 込み で 
奥行 き 感 を 表現 する 





款 の 後ろ か ら 回 り 込 ん で いる 光 を 意識 し て 明暗 部 を : 
き 分 け ま し た 。 描き 込 必 は 、 奥 へ いく ほど 減ら 
と ハイ ライ ト の 部 分 を 面 で 表現 し ます 。 


し に 奈 





ーー 


= デーーーーーーー CE む 
灰色 は 単に 白 と 黒 だ け で つく る の で は な く 、 赤 や 青 、 其 な どき を 混 
ぜ 合 わせ て つく る と 石 階段 に 深み が 出 て きま す 。 木 々 の 色 が 反 
射 で 影響 し て いる の で 、 今 回 は 青 系 の 色 を 混ぜ て つく り ま し た 。 


| | 司 





) 生還 
プロ パン ガス の 汚れ な ど 、 細 部 の 設定 に こだわ る こと で リア リ 
ティ が 出 て きま す 。 た だ し 、 あ くま で 及 役 で す 。 描き 込み すぎ 
な いよ うに 気 を つけ まし ょ う 。 









強い コン トラ スト の 影 を 描く こと で 、 夏 の 強い 日 区 し が 表現 で き 
ます 。 ま た 葉 の 重なり に 上 る 影 の 叶 さ に ば ら つ き や 、 木 漏れ 日 を 
描く こと で 、 木 々 が 生い茂っ て いる こと を 表 環 し まし た 。 








下 終 【 ズ スケッチ) か ら 、 作 品 の 主 線 を 描き 起こ し ます 。 古い 和 盾 並み 物理 的 に 奥 に ある 空 や 縁 か ら 、 手 前 に ある 民 寮 まで 大 ま か に 、 明 
の イメ ー ジ に し た か っ た の で 、 奥 に あっ た 今風 の 家 (P114 参照 ) 喰 の パラ ンス を 見 な が ら 塗っ て いき ます 。 こ の と き 、 空 、 民 家 の 奥 
を 消し 、 民 家 に 縁側 を 描き 足し まし た 。 同様 の 理由 か ら 、 エ アコ ン 民家 の 手前 な どの パー ツ ご と に レイ ヤー を 分 け て お きま す 。 

の 宣 計 機 を 画面 がら 消 し 、 プロ パン ガス 、 アン ポー ル な どの 古い 人 

並み の イメ ー ジ を 強め ぬる ガジェット (小道 具 ) を 描き 足し て いま す 。 





民 寮 の 守 ガ ラス や 屋根 、 外壁 の 木 の 部 2 『、 丘 
邊 部 分 を 大 きく 水 り 分 け て いき ます 。 








民家 を 描く た め の レ イヤ ー を つく り 、 際 影 を つけ て 
2 二 の 
レイ ヤー を 細か て く 分 け ま せん で し た が 、 細 か が い デ ィ 
トー 0 電 知 く 析 仙 せい よせ こも 描い た ほ 
う が 最 後 の 調整 な ど が し や すく 友 り ます 。 


[に イ 補 一 1」 ば 下馬 を 取 け 込ん ただ レイ ヤー 
で す 。 今 回 の 作 倒 で は 描き 進め て いく に つれ 、 
レイ ヤー が さき さら に 細 二 化し て いき まし た 。 








Painter に 取り 込み 、 奥 の 縁 を な じ ま せ な が ら 、 際 影 を さら に つ 再度 、Photoshop に 取り 込み 、 カ スタ ム ブ ラ シ き を 使っ て 木々 の 罰 


ーーー 








込み の バラ ンス を 見 な が ら 、 描 き 進 





手前 に ある 木々 の 影 や 木漏れ日 な ど を 描き 足し ます 。 


ペッ ト ボ トル 、 プ ロバ ン ガ ス 、. 雨 どい 、 マ ン ホ ー ル な ど 、 
古い 街並み の ガ ジ ェ ッ 


| 空 の 部 分 は 、 は じ め は 夏 ら し い 披 


け の よい 青空 の み を 考え て いま し 





た が 、 夏 らし さ を 出 す と 共に 、 他 
2 < 加 上 

夏 等 を 描き まし た 。 通 常 は 雲 を 
ETD 
の 必 例 は 民 寮 が 主役 な の で 、 最 第 
に な り ま し た 。 


へ 避 
計 中 陸路 計器 O) 








横浜 の ラン ド マ ー ク タワ ー の 展望 台 か ら 見 える 
電波 塔 と 建物 群 を 描き まし た 。 

人 間 の 目 は 密度 の ある と ころ に 視線 が いく 習性 
が あり 、 こ の 作例 は 奥 の ほ うま で 密度 が つま っ て 


いる の で 、 す べ て を 描い て し まう と 視線 が 散漫 に | 作画 の 設定 

な り 、 電 波 塔 が 目立た な く な っ て し まい ます 。 奥 入っ の 二 

の ほう を 簡略 化し つつ 、 構 造物 を 感じ させ る こと | 生 簡 : 才 …) の ここ ト ド † の †【/C〔Q《† ホ ーー 

が 、 こ の 作例 の 描き どこ ろ に な り ま す 。 | 天気 : 晴 れ mn 昌 詞 記 諾 記 
か な り オ ー バ ー に 遠近 感 を 出し て 描き まし た 。 | 時 刻 : 午前 中 

写真 と 見 比べ る と 、 肉 眼 で は 遠景 と 近 景 の 差 が 作 光 の 方 向 : を か ら の サイ ド 区 


例 ほ ど な い こと が わか り ま す 。 
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「 主 
FT 衣 卓 
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HH リ 上 


= 較 
LE 
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に 
ェ 1 


当 目 WWl 間 。 叶 


0 プ 都市 を 描く ポイ ント は 、 水 面 と アス ファ ルト を 黒く 描く こと で す 。 

アコ 、 水 は 青 いも の と いう イメ ー ジ が ある せい か が 、 た いて い の 人 は 水面 を 青く 塗っ て し まい 
画 ます が 、 都 市 部 に ある 川 な どの 水 は か な り 暗 く な っ て いま す 。 水 を 思い 切っ て 暗く 描く 

と 、 ビ ル な だ の グレー が 引き 立っ て 侍 ま す 。 
() 高速 道路 な どの アス ファ ルト の 路面 も 同様 で す 。 ビ ル の グレ ー を 引き 立て る 黒 で 描く 
5 2 と 、 作 品 に リア リティ が 出 て きま す 。 屋上 駐車 場 も アス ファ ルト が 敷い て ある こと が 多 
“/ いた め 、 そ の よう な と き は ビル の 側面 より 上 面 の ほう を 暗く 描き ます 。 
ンマ 
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形 を 簡略 化し て . 四 く の 部 分 を ラフ な タッ チ で 描い て いき ます 。 
空気 遠近 法 は 空 の の 色 に 切 ま っ て いく の で 、 青 率 で 所 圭 ま Ia 


明 


1 
1 
| 
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近く に ある ビル 街 は 、 色 数 を 多く し て 、 暖 色 系 を 多用 し て 描き ま 


し 志 。 


ee | | 


見 る 人 の 視線 を 集め る た め 、 エ ッ ジ を 立た 


間 









また 、 細 部 も 描き 込み 、 密 度 を 高め まし た 。 


So 
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空気 遠近 法 を 用 いる た め 、 地 塗り の と 
きか ら 手 前 を 暗く 、 奥 に いく ほど 明る 
い 青 で 塗っ て いき ます 。 写真 か ら 描き 
起こ し た 下絵 の レイ ヤー を 、 出 し た り 
隠し た り し な が ら 描 き 進 め ま す 。 


わか りや すい よう に タワ ー を 黒 、 高 速 
道路 を ピン ク 、 近 景 の ビル 群 を 白 、 遠 
景 の 住宅 地 を 青 、 水 面 を 黄 緑 で 差 り ま 
し た 。 そ れ ぞ れ レ イヤ ー が 分かれ てい 
上 表 


近 景 の ビル 群 を 光 が 当 た っ て いる 面 、 
影 に な る 面 、 屋 上 の 暗い 面 と 、 色 を 塗 
り 分 け な が ら 、 暖 色 系 で 描き 込ん で い 
きま す 。 
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遠景 は 簡略 化し な が ら 、 青 系 で 描い て 『 < 
いき ます 。 ラ フ な タッ チ で す が 、 水 平 お ア 
垂直 は キー プ す る よう に 意識 し ます 。 け 二 
電 濾 塔 は 円 柱 と 立方 体 を 組み 合わ せ て 導 | 
描い て い 書 ます 。 好 ジ 


電波 塔 は 、 近 景 の ビル 群 よ り エ ッ ジ を 
立た せ 、 シ ャ ー プ に 描き 前 面 に 出る よ 
うに し ます 。 ビ ル 群 の 窓 や 、 高 速 道路 
な どの 細部 を 描き 込み ます 。 





癌 景 部 分 の フォ グ 感 を 強調 する た ぬ め 、 ス クリ ー ン を 遠景 と 近 景 の レイ ヤー の 間 に 挟 み 込み ます 。 


LT 特攻 


遇 | 
Te 





選 上 橋 某 穂 子 憶 成 社 。 |「 輔 霊 の 守り 人 | 製作 委員 隻 


アニ メー ショ ン に 
お ける 育 景 の 役割 


アニ メー ショ ン の 背景 は 、 そ の 作品 の 世界 観 を つく る 大 切な 要素 で す 。 
育 景 は 、 時 間 軸 を 表す だ け で な く 、 登 場 人 物 の 心 青 を 表す こと も あり 
ます 。Bamboo で 手がけ た 、! 君 に 届け | と | 精霊 の 守り 人 | を 例 に . 
育 景 の 役割 を 紹介 し ます 。 


登場 人 物 の 心情 に 合 


わせ て 


に に 4 | に あん 47 ル っ 





『 君 に 届け 』 は 少女 漫画 が 原作 の アニ メー ショ 
ン だ っ だ の で 、 は じ め の 段階 で 登場 人 物 の 心情 に 
合わ せ て 育 景 の スタ イル を 変え て いく こと が 監督 
の オー ダー と し て あり まし た だ 。 その た め 背 時 は 、 
水彩 画 タ ッ チ の 風景 の 「 ノー マル 」、 少 女 漫画 特 
有 の 抽象 的 な 模様 の 「 イ メー ジ 」、「 フ ノー マル 」 と 
| イメ ー ジ 」 を 合わ せ た 「 ハ ー フ イメ ヌー ジ 」、 イ ラ 
スト タッ チ の 「 ギ ャ グ | の 4 パタ ー ン を 用 意 し ま 
g 

また | アー マル 」 の 中 人 で も 、 ホ ラ 
ン や 、 幸 せ バ パー ジョ ン 、 通 常 バ パー ジョ ン な ど 登 場 


人 物 の 内 面 や 話 の 展開 で 、 色 味 や コン トラ スト を 


ー メ ミー マジ ヨ 


変え て 作品 の 雰囲気 を つく り まし た 。 


例え ば 、 2ND SEASON episode.9 の 主人 公 の 
爽 子 が 風早 に 告 『 拍 する シー ン は 、 心 情 と 背景 が 
も っ と も る 連動 し た 回 で し た 。 玩 子 が 風早 を 呼び 出 
し て 告白 する 前 まで は 通常 の 「 ノ ー マ ル 」| の 背景 
で 描き まし た が 、 告白 の シー ン で は 克子 の と きめ 
き や 壮 せな 気持 ち を 表現 する た め キ ラキ ラ と し た 
1 イメ ー ジ 」 や | ハー フイ メー ジ 」 で 捕 き まし た 
(P133 参照 )。 ま た 、 背 景 の ベー ス の 色 も 、 放 課 
人 後 特有 の 色 味 で ある オレ ンジ 色 か ら 、 幸 せ 感 を 出 
す た め に ビ ピン ク 色 に 変え て いま す 。 こ の よう に 心 
表 の 変化 で 描き 分 け て いま す 。 


※ 掲 載 画稿 は 実際 の 画面 と は 異な り ま す 。 一 部 、 印 刷 向 け に 色 補 正 及 び ト リ ミ ン グ を 行っ て いま す 。 





原作 : 椎名 軽 穂 (集英社 [別冊 マー ガレ ッ ト 」 連載 ) 監督 : 仁 
木 ひ ろ 脚本 ・ シ リー スズ 構成 : 金 春 拓 子 キャ ラク ター デザ イン ・ 
総 作 画 監 督 : 柴田 由香 美術 監督 : 竹田 悠介 、 岡 本 春美 音楽 : 
SEN.S. Project アニ メー ショ ン 制 作 : プロ ダク ショ ン IG 放 
送 期 間 :| 君 に 届け 」 2009 年 10 月 一 2010 年 3 月 全 25 話 、[ 君 
に 届け 2ND SEASON] 2011 年 1 月 一 3 月 全 13 話 


_ 、 君 に 届け 
旨 1ST&2ND SEASON BD- 
きま BOX 

『 発売 中 


価格 : 42.000 円 〔 税 込 ) 
医 売 元 : パッ プ 





CTP 


長い 黒髪 と 隊 気 な 見 た 目 の せ いで 「 貞 子 」 と 呼ば れ 、 
クラ ス メ イ ト た ちか ら 放 けら れ て きた 黒沼 爽 子 。 

し か し 、 高 校 に 入学 し 、 明 る く 和 爽 や か で 男女 問わ ず 
人 気 の あ る 男の子 ・ 風 早 翔 太 と の 出会い か ら 勇 気 を も 
らい 、 友 情 や 恋 、 ラ イ バ ル や 友達 の 失恋 な どい ろ ん な 「 初 
の て 」 を 経験 し て いく 。 
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この 作品 は 水彩 画 タ ダッ チ を デジ タル で 表現 し よう と し て いま す 。 9. お IEEE 
椎名 軽 穂 ・ 集 英 社 / 「 君 に 届け 」 製作 委員 会 
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少女 漫画 で よく 用 いら れる スク リー ント ー ン や 、 か け 網 で 表現 され る 5 角形 の フレ 
ア も 背景 に 描き まし た 。 こ の 画像 は BOOK 分 けさ れ て いて 、 撮 影 で スラ イド し た り 
回 転 さ きせ た りす る 処理 が 加わ り ま す 。 に 

この 光 の BOOK も 水彩 タッ チ の 背景 に の る よう 、 粒 状 感 の ある 表現 を し て いま す 。 
多用 され る キラ キラ し た 表現 は 、 実 写 の エフ ェクト 的 に な ら な いよ うに 、 極 力 背 景 
で 素材 を 用 意 し て 、 撮 影 で ひと 手間 加え て いた だ いて いま す 。 
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画面 の 白い 部 分 を 「 抜 
き 」 と 呼ん で いま す 。 
きち っ と 描く と ころ 
a と 、 抜 き の 割合 は 、 カ ッ 
ki 計 還 還 認 | ト ご と に 変化 し ます 。 
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援 い は アー マル で 


する べく 、 通 常 
胆 に 墨 を 覗 っ て 、 
を 強調 し て いま す 。 


ギャ グ シ ー ン 用 の 寺 


す が 主 人 仏 


の 落ち 区 が な しい 気持 台 き 表現 


タ 景 より 玉 
ン ル エッ ト 





この 作品 の 基本 的 な 夕景 で す 。 前 ペー ジ の 夕景 と 
 ] 対照 的 に で きる だ け 黒 を 使わ ず 補色 を 使っ て 影 を 表 
Nm | 現し 、 柔 ら か い 繧 に 仕上 が る よう 工夫 し て いま す 。 
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。. 記 
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2ND SEASON episode.9 | 告白 |] の シー ンジ で す 。 通常 は 時 間 経 過 で 日 が 暮れ て いく 過程 を 追う の で す が 、 こ の シー ン で は 主人 上 人 公 の 告白 
に 向け で て の テン ショ ン の 高まり に 合わ せ て 色調 を 変化 させ て いま す 。 
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時 間 軸 の 変化 に 合 


pac 束 


ョ 京 を 舞 さ 分 ける 





「 精 埋 の 守り 人 | は 、 空 と 寺 の 描写 が スト ー 
リー に 密接 に 関係 し て いる 作品 で す 。 お の ず と 
その 描写 に も 季節 の 変化 や ヤー 日 の 時 間 の 変化 と 
いっ た 、 時 間 軸 に 合わ せ た 描き 分 けが 要求 きれ 
まし 7。 

る の は 、 水 が 豊か で 雨量 も 多く 、 農 
本 が 想 ん な ] - 地 で す 。 物語 の 中 盤 に 、 空 か ら 雲 
が な く な る 捕 写 が ある た だ ため 、 そ れ ま で は 雲 を 印 
象 的 に 描く 必要 が あり まし た 。 

空 の 表現 だ け で は な く 、 第 1 話 で 田植 え 時 期 
だ っ た 田んぼ に 、 第 17 話 で は 育 の 伸び た 稲 に 


人 公 が 身 を 隙 す と いう シー ン が あっ た た め 、 
1 詰 ご と に 稲 を 伸ばし て いく 表現 が 必要 と きれ 
る な ど 、 細か く 時 間 軸 の 変化 を 描い た 作品 で し 
た 。 全 話 を 通し て 美術 育 景 の 物語 の 中 で の 役割 、 
空 と 雲 の 表現 の 変化 を 見 る に は 、 と て も よい サ 
ツ ズ プル で す 。 

また 、 こ の 物語 で は 、 こ の 世 の ほ か に ナ ユ グ 
と 呼ば れる 隣り あわ せ の 世界 が あり 、 ナ ユ グ の 
太陽 が ある 条件 で 変 を 現す と 、 そ の と き の 夜 は 
昼 の よう に 明る く な る と いう 設定 で 、2 つの 世 
欠 の き 分 け も 必要 に な り ま し た 。 


※ 掲 載 画稿 は 実際 の 画面 と は 異な り ま す 。 一 部 、 印 刷 向け に 色 和 補正 彼 び トリ ミン シング を 行っ て いま す 。 


日 A1A 


原作 : 上 橋 葉 策 子 (『 精 霊 の 守り 人 ] 
人 成 社 ・ 刊 ) 監督 ・ 脚 本 : 神山 健治 
助 具 吉原 正行 脚本 : 芝 正太郎 
櫻井 寺 記 、 岡 田 公平: 檜垣 宮 キャ ラ 
クタ ー デ ザイ ン : 麻 生 我 等 作画 監督: 
後 際 幸 、 中 村 悟 、 近藤 圭一 杉 光 登 
山中 正博 演出 : 河 野 利 幸 、 橘 正紀 、 が 
佐山 子 、 新 久 俊 哉 増 井 壮 一 、 上 田 和 、 ー 

高橋 幸雄 美術 監督 性 田 悠介 色 nu nox 
彩 設計 : 片山 由美 子 撮影 監督 : 田 、 侍 玩 中 

中 宏 侍 3D 監督 : 遠 藤 誠 編集 : 植 、 価格: 29.400 円 
松 淳一 音響 共 : 若林 和 8 音楽 : (税込 


川井 憲次 アニ メー ショ ン 制 作 : プロ 販売 元 : ジ ェ ネ オン ・ 


ダク ショ ン IG 放送 期間 : 2007 年 4 ユー バ パー サル 
月 7 日 一 9 月 298 日 全 26 話 


| | 








この 世 と 並行 し て 存在 する 目 に 見 えな い 世 界 く ナ ユ 
グ > の 「 水 の 精霊 」 の 卵 を 産み つけ られ て し まっ た た 

父 刺 か ら 命 を ね ら わ れる こと に な っ た 新 ヨ ゴ 皇 国 
第 二 皇 子 チ ャ グ ム 。 彼 は 刺客 の 罠 に か か っ た と ころ を 
バル サ と いう 短 槍 使 い の 用 心 棒 の 女性 に 救 わ れる 。 養 
父 の 罪 を あ が な うた め 人 助け の 旅 を 続け て いた パル サ 
は 、 チ ャ ダム の 護衛 を 引き 受け る 。 パ ル サ の 仲間 た ち 
と の 交流 の 中 で 、 皇 子 と いう 生い立ち と は 関係 な く 一 
人 の 少年 と し て た くま し く 成 長 し て いく チャ グ ム 。 パ バル 
サ は 刺客 を 防ぎ な が ら 、「 水 の 精霊 」 の 卵 を 負 し チャ グ 
ム の 身 を 守り きれ る の か ……。 








人 っ 立 
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Barnboo に と っ て 「 精 霊 の 守り 上 人 | と いう 作品 は 、 シ リー ズ を 通し て 全 カ ッ ト を デジ タル で 作画 し よう と 試 呈 た 初 馬 て の 作品 で 
し た 。 全 カッ ト を デジ タル で 作成 する た め に は 、 雲 を 紙 で 描く と き と 同 様 に 表現 で きる こと が 最低 ライ ン の 条件 で し た 。 シ リー 
ズ が 終わ っ て みる と 、 紙 の 素 現 と は 微妙 に 異な る 部 分 も あり まし た が 、 デ ジタル だ か ら こ その 付加 的 表現 が 可能 に な っ た と いう 
こと が わか が り ま し た 。 試 行 錯誤 し な が ら 26 本 を 通し て 作成 し た か ら こ そ 、 デ ジタル で 描く 技術 を 薔 積 す る こと が で きた わけ で す 。 
⑥) 上 橋 葉 穂 子 / 憶 成 社 //「 精 霊 の 守り 人 」| 製作 委員 会 








山肌 に 木々 が あり ませ ん 。 某 林 限界 を 超え た 高 
山の上 の 雲 と 高空 の 細か いす じ 雲 。 (第 1 話 ) 


棚田 に 映り 込む 空 、 田 植え 








雲 は し っ か り と し た 陰影 で 描き まし た 。 (第 3 話 ) 


明るく 照ら され ます が 、 昼 間 の 光量 と は 明らか に 異な り ま す 。 (第 3 
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び て き 寺 し 2 本 


* 1 


JJ 


2 話 ) 


朝日 を 描く こと で 、 ひ ん や り と し た 朝 の 光 
で ド 0 間 半 選 球 訂 で で 
まし た 。 や や 寒色 系 で 画面 を 構成 し て いま 
す 。 (第 13 語 ) 








5 、 で ご 生 og mp es ピ 
| 琶 
| 呈 
| 1 」 

9 1 中 。 証 生 よ 避 

ャ PE" ーー し il 

ー 
| で ーー 1 と こま 











〒 朝 の 雲 と 山 福 に 発生 する 朝もや 。 雲 は 、 朝 日 を 下 か ら 受 け て いま す が 光 量 が 玉 い の で 光 の 当たる 部 分 も 柔らか く 照 
ら さ れ て いま す 。 一 方 山裾 の も や に は 、 直 射 光 が 当 た ら な いた め 、 空 の 青 に 準じ た 色 で 抑え て 表現 し て いま す 。 そ 
うす る こと で 、 明 い 光 し か 当たら な い 雲 が 画面 の 中 で 一 番 輝い て 見 える 場所 に な り ま す 。 (第 19 話 ) 





親子 の 対決 と いう シー ン を 際立た せる た め 、 荒 々 し い 舞 台 を 用 意 し まし た 。 山 の 頂上 付近 、 乾 燥 【 
度 の 低 き を 表現 する た ぬ め に 空 の 青 を 濃く し て いま す 。 (第 19 話 ) 








っ 司 な 才 り た 林 、 


eo (第 21 語 ) 





還 民 し た 各 の 空 な の で 、 
要 は 少な く 描 きま す 。 
(第 22 話 ) 





時 間 経 過 の 変化 。 色 の 変化 を 最初 に 確認 する た め 、 あ えて 同じ アン グル で 描き まし た (厳密 に は Photoshop に よる 色調 横 正 を し て いま 
す )。( 第 23 話 ) 


中 化 が わか り ま す が 、 ド ラマ の 流れ の 中 で は 自然 に 変化 し て いく こと 、 





雲 が 戻っ て きま し た 。 雨雲 を 美しく 見 せる た め 、 交 の 筋 を 配置 し て いま す 。 


精霊 の 守り 人 」 の 制作 に 先立っ て 描い た イメ ー ジ ボー ド 。 デ ジタル で の 自然 物 の 表現 を 確認 する た め の 習 作 で す 。 
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